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市民とともに見直す市の事業

市
民
が
必
要
と
す
る
事
業
の

あ
り
方
を
検
討
す
る

『
登
別
市
事
業
仕
分
け
』

　

『
登
別
市
事
業
仕
分
け
』
は
、
市
の
事

業
に
つ
い
て
市
民
の
視
点
で
行
う
外
部
評

価
の
一
つ
で
、
市
民
に
市
の
事
業
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公
開
の

場
で
市
民
と
と
も
に
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
手
法
で
す
。

　

『
登
別
市
事
業
仕
分
け
』
で
は
、
市
が

行
う
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
で
構
成
す
る

『
仕
分
け
人
』
が
、
市
職
員
に
よ
る
市
の

事
業
内
容
の
説
明
の
後
、
事
業
が
『
そ
も

そ
も
』
必
要
か
ど
う
か
、
必
要
で
あ
れ
ば

ど
こ
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
べ
き
か

（
市
か
民
間
か
）
、
市
が
行
う
場
合
は
ど

　

◆
不
要　

市
民
生
活
に
影
響
が
な
い
、

　
　

効
果
が
な
い
、
ま
た
は
薄
い
な
ど

　

◆
民
間　

行
政
の
役
割
が
終
了
し
て

　
　

い
る
、
民
間
が
行
う
方
が
効
果
的
・

　
　

効
率
的
、
民
間
委
託
な
ど
を
行
う

　
　

べ
き
な
ど

　

◆
登
別
市
（
要
改
善
）　

ニ
ー
ズ
の

　
　

再
把
握
が
必
要
、
事
業
内
容
の
抜

　
　

本
的
な
見
直
し
が
必
要
、
事
業
統

　
　

合
や
段
階
的
廃
止
が
必
要
な
ど

　

◆
登
別
市
（
現
行
ど
お
り
）　

現
行

　
　

ど
お
り
事
業
を
行
う
こ
と
が
望
ま

　
　

し
い
な
ど

の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
、

事
業
を
切
り
込
み
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
、
事
業
を
次
の
４
つ
の
い

ず
れ
か
に
仕
分
け
ま
す
。

事
業
仕
分
け
の
結
果
な
ど
を
参
考
に

編
成
し
た
平
成　

年
度
予
算　
　
　

22

　

市
は
、
事
業
仕
分
け
の
対
象
と
な
っ
た

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
仕
分
け
の
結

果
や
市
内
部
で
行
う
事
務
事
業
評
価
な
ど

を
参
考
に
事
務
事
業
の
方
向
性
を
決
定
し
、

平
成　

年
度
の
市
の
予
算
に
反
映
さ
せ
る

２２

よ
う
努
め
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
事
業

費
を
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
仕
分

け
の
結
果
な
ど
を
参
考
に
事
務
事
業
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
検
討
し
編
成
し
ま
し
た
。

　
　

事
業
の
平
成　

年
度
の
予
算
で
、
事

１１

２２

業
仕
分
け
に
よ
る
事
業
費
効
果
が
あ
っ
た

事
業
は
２
事
業
で
、
『
登
別
市
名
誉
市
民

及
び
功
労
者
表
彰
・
市
表
彰
事
業
』
で
は
、

功
労
金
や
略
章
の
付
与
、
記
念
品
の
贈
呈

を
廃
止
す
る
こ
と
で　

万
９
千
円
の
効
果

８７

が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
の
受
賞

２２

対
象
予
定
者
数
が
平
成　

年
度
よ
り
も
多

２１

い
た
め
、
予
算
額
と
し
て
は　

万
９
千
円

４４

の
減
額
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
『
戦
没
者
追
悼
式
関
係
経
費
』
で

は
、
民
間
バ
ス
の
借
り
上
げ
を
行
わ
ず
、

市
の
バ
ス
を
活
用
を
す
る
こ
と
で
、
７
万

６
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　市は、昨年６月２８日（日）、国に先駆
けて実施した『登別市事業仕分け』
で仕分けた11本の市の事業について、
仕分け結果などを参考に平成２２年度
の予算編成を行いました。
　今月号では、仕分け結果と予算へ
の反映についての市の考え方をお知
らせします。

市民とともに
見直す市の事業
平成２１年度事業仕分けの

予算反映
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市民とともに見直す市の事業

１登別市名誉市民及び功労者表彰・市表彰事業　　　　　　　　　　　　　　担当：総務グループ

仕
分
け
人
の
考
え
方

仕分け結果：登別市（要改善）
事業の趣旨に沿った内容見直しが必要 
　市民表彰事業の意義はあり、今後も継続することが適当。 
　しかし、組織の役員などが年数などの機械的な基準によって
選定される一方、特に役職には就いてはいないが、地域で地道
な活動を行っている人が市表彰の選考基準にないことから、
『選定基準の見直し』を行う必要がある。 
　また、市民がこの人は表彰されるにふさわしいと思う人が選
ばれるよう、市民の声が反映しやすい『選定方法』についても
検討が必要。 
　なお、市職員や議員は公務自体を職務としているため、事業の
趣旨から言って、市民表彰からは除外することが適当。

市
の
考
え
方

仕分け結果に対する事業の方向性：改善
　本事業は、これまで功労者表彰受賞者に、賞状・功労金・功
労章・略章・記念品を贈呈していましたが、事業仕分けでの意
見や市の財政状況、胆振管内の市や町の状況を踏まえ、功労金
や記念品の贈呈、略章の付与、表彰のあり方について、『登別
市功労者表彰及び登別市表彰被表彰者推薦委員会』に意見を求
めました。その結果、同推薦委員会において、功労金や記念品
の贈呈、略章の付与については、市の財政状況や管内の市町の
状況から見ても廃止すべきとの意見が出されました。 
　このため、平成２２年４月から功労金や記念品の贈呈、略章の
付与を廃止することとしました。 
　また、選考基準の見直しについては、同推薦委員会などの意
見をお聞きしながら慎重に検討するとともに、市表彰選考基準
では該当にならない場合、特に顕著な功績や業績などに対して
は、新たな仕組みで表彰してまいります。

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

△　８７９千円△　４４９千円２，０２２千円１，５７３千円

２戦没者追悼式関係経費　　　　　　　　　　　　担当：社会福祉グループ

仕
分
け
人
の
考
え
方

仕分け結果：登別市（要改善）
時代の変化に合わせた事業内容の見直しが必要 
　意義ある事業と認められるが、参加者の減少や時代の移り変
わりを考慮し、追悼式主体から戦争の悲惨さや平和の尊さをよ
り広く市民に周知し、理解を深める事業に移行していく時期に
さしかかっている。そのためには、書道展などだけでは市民の
関心を呼びにくいことから内容を充実するための工夫が求めら
れる。 
　また、追悼式典については簡素でコンパクトな開催（バス送
迎の見直しなど）を検討し、将来的なあり方については近隣自
治体との合同開催や市内各地域での開催など色々なやり方があ
り、市民の声を聞きながら考えていく必要がある。

市
の
考
え
方

仕分け結果に対する事業の方向性：改善
　本事業は、遺族の心情や国、北海道、他市の開催状況などを
考慮しこれまで実施してきましたが、事業仕分けにおいて簡素
でコンパクトな開催（バスの送迎の見直しなど）の検討につい
て指摘がありました。しかし、式典の参加者の中にはバス送迎
の希望者もおり、また、利用者はほとんどが高齢者であること
から、バスの送迎自体を廃止すると参加者の減少にもつながる
可能性がありますので、平成22年度は民間の借り上げを行わ
ず、市バスを活用して経費の節減を図ります。 
　また、市内各地での追悼式の開催や会場の見直しについても
検討しましたが、参加者の利便性や経費面を考慮して、当面は
現会場（市民会館大ホール）を利用することとします。 
　近隣自治体との合同開催については、各自治体での式典の内
容などが異なるため、今後、検討してまいります。 
　平和に関する啓発事業の事業内容などについては、今後、総
務部と連携しながら見直しを図ることとします。

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

△　７６千円△　７６千円４９６千円４２０千円

３老人憩の家整備事業　　　　　　　　　　　　担当：社会福祉グループ

仕
分
け
人
の
考
え
方

仕分け結果：登別市（要改善）
施設補修は必要だが、関係諸施設の将来構想の検討と一元管理など施設管理のあり方の見直しが必要 
　老人憩の家と婦人研修の家の補修整備自体は必要。 
　しかし、当該施設をはじめ各地域にある市の施設はいずれも築30年以上と老朽化が目立つ。 
　とりあえず老朽化が目立つものから補修するのではなく、各地域に多数散在する市の施設の集約化を含め、市として将来を見据えた
構想をしっかり持った上で、補修計画などを立てて取り組むことが、無駄な投資を避けるためにも不可欠。 
　特に、老人憩の家、婦人研修の家、集会所については、市民は施設の名称にかかわりなく使っているが、市の各担当部署が設立目的
と所管に縛られており、バラバラの管理がなされている。 
　また、各担当部署は所管する施設しか視野に入れていないため、結果として、市の諸施設の今後に関する全体構想がないというタテ
割り行政の弊害が生じている。是正が必要である。

市
の
考
え
方

仕分け結果に対する事業の方向性：改善
　老人憩の家と婦人研修の家の整備は、基本的に平成15年６月策定の『公共施設の整備方針』に基づき、その利用度や補修の可能性、
補修内容、補修費などの視点から施設の点検を行い、次のとおり引き続き利用する施設、廃止する施設などに整理して対応します。 
①利用度が低くかつ老朽化が著しい施設は、補修・修繕は行わず、順次廃止します 
②利用度が高く、今後10年程度利用できる施設は既存施設の活用を図ることとし、市の負担により一定の補修や修繕を行います 
③利用度が高い施設で老朽化が著しく、補修などが困難な施設は、中規模施設の整備を行います。ただし、地域の利用実態などから施
　設のあり方を個別に検討・協議した結果、小規模施設の設置が適切と認められる場合は、建て替え後の施設を町内会などに譲与する
　ことを条件に小規模施設を設置します 
④上記③の中規模施設や小規模施設をともに新設しない場合は、近隣の集会施設の共同利用を検討します
　次に、施設の一元管理については、施設の設置目的などにより補助金などを受けて設置しているため、その管理運営を行う行政窓口
は、基本的に施設の設置目的を達成する役割を担う部署を窓口としています。 
　しかし、事業仕分けでご指摘を受けたように、施設は設置から相当の年数が経過しており、この間、少子高齢化などの社会変化に伴
う住民ニーズの変化などから、現在は、施設の設置目的に沿った利用のみにとどまらず、一般的には町内会などのコミュニティ施設と
して使用されており、こうした施設を統一的な視野の下、一元管理することにより、市民の利便性向上が図れるものと考えますので、
今後、一元管理に向けて検討します。

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－０千円８，０００千円８，０００千円

４婦人研修の家管理事業　　　　　　　　　　　　担当：社会教育グループ

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－△　４０１千円３，４０１千円３，０００千円



�

市民とともに見直す市の事業

５学校開放事業　　　　　　　　　　　　担当：社会教育グループ

仕
分
け
人
の
考
え
方

仕分け結果：登別市（現行どおり）
現行どおりだが、事業のやり方には一部工夫が必要 
　事業は意義あるものと認められる。一番の問題は『鍵の管
理』にあると思量され、そのための人件費が大きな比重を占め
ている。室蘭市では利用者が鍵の管理を行っているが、例えば
キーボックスを設置して、利用責任者が使用後に鍵をもどす仕
組みやシルバー人材センターへの委託時間の再検討などの工夫
が必要。 
　また、使用料は電気代相当分と低く設定されているが、利用
者が多く、利用できない市民がいると聞いている。公費投入が
当然という前提ではなく、受益者負担の考え方を導入して使用
料の引き上げなどについても検討を行う必要がある。

市
の
考
え
方

仕分け結果に対する事業の方向性：維持
　本事業については、学校の体育施設を開放することにより、
その地域住民のスポーツ活動が促進され、健康・体力づくりの
増進を図るため、必要な事業と考えます。 
　事業仕分けにおいて、事業の実施手法に一部工夫が必要と指
摘されましたが、本事業は、学校施設を市民がスポーツやレク
リエーションに活用するために実施しているものであるため、
安全管理が不可欠であり、施設の利用時間（18時から21時ま
で）を考えると、直営ではなく委託することが費用対効果にお
いて効果的であるため、当面は現行のまま継続実施し、平成
22年度中に利用団体の自主管理の可能性を調査研究します。

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－△　４０５千円４，７２７千円４，３２２千円

６特色ある学校づくり推進経費　　　　　　　　　　　　担当：学校教育グループ

仕
分
け
人
の
考
え
方

仕分け結果：登別市（現行どおり）
現行どおりだが、事業内容については今後とも工夫を 
　事業は今後とも推進すべき。開始後10年が過ぎ、内容も工
夫が重ねられているが『特色ある』という言葉をよく 咀嚼 する

そしゃく

ことが大切。『主産業である観光』という文脈から、温泉入浴
体験をして市内施設をバスで巡るという、お金を使った教育だ
けではなく、人としての生き方や生命の大切さ、汗を流して貢
献する体験などの教育も大切にしてもらいたい。また、企画は、
学校だけで決めるのではなく、地元の方との情報交換なども行
ってもらいたい。 
　なお、初等中等教育への貢献については力を入れている日本
工学院北海道専門学校との連携を検討する必要がある。

市
の
考
え
方

仕分け結果に対する事業の方向性：維持
　これからの教育は、学校や家庭、地域社会の中でさまざまな
人との関わりを深め『生きる力』をはぐくむことが重要であり、
学習指導要領では、特色ある教育や学校づくりを基本方針の一
つに掲げています。そのため、産業や自然など地域の素材を生
かし、児童や生徒がものづくりや社会体験、観察を通し自ら学
び、考え、自立への基礎を養うことを目的に『登別温泉入浴体
験』や『総合的な学習の時間』『生活科の実施』を推進してい
ます。内容は、地域の人々が生き生きと働く現場を見たり、地
域の歴史をボランティアの方から教わることで、地域に対する
愛が育つよう努めています。 
　事業仕分けでは、企画は学校だけで決めず、地元の人たちと
の情報交換や日本工学院北海道専門学校との連携を検討する必
要があるとの指摘がありましたので、今後の実施に当たっては、
地域の実情や特性を生かすため、学校評議員の意見もいただき
ながら、事業に取り組んでいきます。

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－３９９千円４，３２２千円４，７２１千円

７シルバー人材センター補助金　　　　　　　　　　　　担当：商工労政グループ

仕
分
け
人
の
考
え
方

仕分け結果：登別市（要改善）
組織と事業内容の見直しが必要 
　シルバー人材センターの趣旨は理解できるが、社会状況の変
化などによって会員数は大幅に減少し、受注も減っている現状
をどう評価するかという問題がある。管理費が全体の15％を
超えており、組織としての財務体質の改善が必要。そのために
は、民間企業の経営ノウハウを導入し、コスト管理の徹底が必
要となるが、理事長は元副市長であり、そのほかにも市職員
（含むＯＢ）が職員になっているなど、天下り先として定着し
ている。組織体制の見直しが必要。 
　また、事業の中で民間委託した方が効率のよいものについて
は委託の拡大などの検討が必要。

市
の
考
え
方

仕分け結果に対する事業の方向性：維持
　同センターは、平成19・20年度決算で単年度収支が赤字で
あり、繰越金によりこれを補っています。また、景気後退の影
響から、さらなる財務状況の悪化が危惧されることから、経営
健全化に向けた取り組みを策定し、これを推進しています。 
　組織は、事務局に嘱託職員として企業のＯＢを雇用し、会員
などからなる理事会がセンターを運営しています。理事長と常
務理事は、市のＯＢですが、職責に見合った組織運営や経営に
精通した民間の人材確保が難しいとの要請を受け、市が推薦し
たものです。 
　理事長には、報酬はなく費用弁償のみを支払い、常務理事に
も職責から逸脱するような給与の支払いの事実はないので、今
般、報道されているような、いわゆる『天下り』とは性格を異
にしています。 
　民間委託については、同センターの高年齢者の健康で生きが
いのある生活の実現のため、会員に就業機会の提供を行う趣旨
から、他の企業などに委託することはなじまないものと考えま
す。

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－０千円９，５００千円９，５００千円

８登別市起業化支援事業補助金　　　　　　　　　　　　担当：商工労政グループ

仕
分
け
人
の
考
え
方

仕分け結果：登別市（要改善）
事業の意義はあるが、潜在的ニーズの発掘が必要 
　意義があり潜在的需要もあると考えるが、ほとんど実績がな
いのはやり方に何か問題がある証拠。申請が来るまで待つ受動
的な姿勢ではなく、アンテナを張り積極的に起業家支援に動く
べき。可能性を持つ企業の技術や知識の組み合わせを企画、コ
ーディネートする機能を市も担う必要があるのではないか。 
　市民と市双方が可能性に挑戦する意欲や気概が求められるの
で、市長自身が直接申請者の声を聞いて判断することも必要。
また、１件300万円にこだわらず、呼び水（発進）効果がある
ものには、50万円や100万円でも承認するなど、柔軟性をもつ
必要がある。

市
の
考
え
方

仕分け結果に対する事業の方向性：改善
　本事業は、これまでホームページや公共施設へのチラシ配置、
広報紙のチラシ折り込みなどにより周知を図ってきました。 
　今後は、広報紙やホームページ、主要公共施設に事業紹介文
書を配置し、周知を図るほか、商工会議所などと連携し、潜在
的なニーズの発掘や情報の発信に努め、改善を図ります。 
　事業計画の認定については、公金により補助することから、
補助の効果が見込まれることが必要ですので、専門的な機関に
よる評価を参考にするとともに、書面審査に偏ることなく、申
請者の意欲や気概など生の声を聞き、必要に応じて理事者との
面談なども行ってまいります。 
　なお、平成22年度予算は、300万円と減額になっていますが、
申請の件数によっては予算を増額する予定です。 
　なお、補助金の額は、上限を１件300万円としており、従前
からそれ以下の額による申請も行うことができます。

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－△３，０００千円６，０００千円３，０００千円



市民とともに見直す市の事業

９市民農園に要する経費　　　　　　　　　　　　担当：農林水産グループ

仕
分
け
人
の
考
え
方

仕分け結果：民間
特に市が行う必要はない事業である 
　事業の廃止が適当。 
　市がやらなければ市民生活に大きな支障が出たり民間では対
応困難という性格の事業ではない。 
　休耕地、耕作放棄地はたくさんあり、貸してもいいと考えて
いる所有者もいると思われることから、農協や特定非営利法人
など、民間で十分対応可能であり、むしろ民間の方が効率的に
実施できると考えられる。　

市
の
考
え
方

仕分け結果に対する事業の方向性：改善
　ご指摘のとおり、市民農園の民間への移行も１つの手法では
ありますが、現段階では、受け皿となる民間事業者がなく、こ
のまま事業を廃止すると、農園の多面的機能である、自然との
触れ合いや、生きがいづくり、健康でゆとりのある市民生活の
確保など、これまでの10年間におよぶ事業の継承ができない
ことから、本年度も、市が事業を継続することとしました。
　事業の実施に当たっては、今年が市制施行40周年の節目の
年であることから、これまでの集大成として、野菜づくりのさ
まざまなノウハウを活用した野菜の栽培方法（土づくり、種の
まき方、肥料の施し方）などの冊子を作り、市民に情報発信す
ることで、農業施策への関心を高め、理解が深まるよう努める
とともに、野菜や花などの栽培を通した『作る楽しみや喜び』
を体験できるレクリエーションの場を提供するなど市民生活の
向上に貢献できるよう努めてまいります。
　なお、平成23年度以降は、民間事業者による新たな事業の
展開も視野に入れ、この１年間、検討してまいります。

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－△　９千円５６６千円５５７千円

１０国立公園清掃活動事業補助金　　　　　　　　　　　　担当：観光振興グループ

仕
分
け
人
の
考
え
方

仕分け結果：登別市（現行どおり）
現行どおり 
　制度的な縛りがある事業であり、市の一存では変えようのな
い事業。また、国立公園内の清掃は、市の観光振興の観点から
も欠かせない。 
　ただし、清掃を含む国立公園の管理は、本来は国が行うべき
もの。加えて、国の直轄負担金と同様、支出した５０万円が何に
使われたか、中身が見えないために適否の判断ができない。 
　また、駐車場管理員などの接遇についても、観光客に不快に
ならないよう指導などが必要。

市
の
考
え
方

仕分け結果に対する事業の方向性：維持
　本事業については、事業仕分けにおいて、国立公園の清掃は、
本来、国が行うべきとの指摘がありましたが、法的には特に定
められていないことから、地元自治体を含め、国や北海道、財
団法人自然公園財団が互いに協力し、事業を行うこととしてい
ます。 
　本事業が市単独で行っている事業であれば事業見直しの可能
性があるもの、当市の観光スポットである地域を不衛生かつ危
険な状態のまま放置することはできないことから、関係機関の
協力のもと、年間約300万人の観光客が訪れる地元観光スポッ
トを清潔、かつ安全と安心さを保っている状況にあります。 
　巡回や修繕、ごみ拾いなどにかかる経費を地元市だけで負担
することは、年間のごみ処分料にも満たないことから、国や北
海道、財団法人自然公園財団との共同で、平成22年度におい
ても継続して実施することとしました。

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－０千円５００千円５００千円

１１登別市衛生団体連合会運営事業補助金　　　　　　　　　　　　担当：環境対策グループ

仕
分
け
人
の
考
え
方

仕分け結果：登別市（要改善）
事業の意義は認められるが、事業統合や事業を
実施する組織の見直しの検討が必要 
　事業の必要性は認められるが、町内会でも同様の事業を行っ
ていることから、今すぐには無理だとしても、将来的に町内会
への移管も検討が必要。 
　また、実質的には市役所担当課職員が市衛生団体連合会の事
務をすべて行っており、市の事業として行っても不都合が生じ
ない事業。あえて団体というハコにお金を流して事業を実施す
る必要性は認めにくい。

市
の
考
え
方

仕分け結果に対する事業の方向性：維持
　『登別市廃棄物の再利用及び処理に関する条例』の目的を達
成するためには、ごみの減量化や分別の徹底、リサイクルの推
進、ごみステーションの管理など全市を挙げて市民との深いか
かわりの中で継続的な取り組みが重要であることから、全町内
会で組織化された登別市衛生団体連合会と行政が一体となって、
今後も活動を継続していく必要があります。 
　また、同連合会の全市にまたがるネットワークは、不法投棄
の監視による抑止や迅速な情報提供など、環境保持効果が極め
て高く、全市の美化推進に不可欠で、同連合会の円滑な活動を
今後も維持し、市民と密接な連携を図る必要もあることから、
現行のまま支援を維持していくこととします。

予
算

事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－０千円５００千円５００千円

　

登
別
市
事
業
仕
分
け
は
、
昨
年
度

の
実
施
内
容
を
も
と
に
、
制
度
な
ど

に
つ
い
て
見
直
し
を
図
り
、
本
年
度

も
試
行
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
事
業
の
予
算
額
を
削
減
す

る
こ
と
を
中
心
に
考
え
る
の
で
は
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
市
民

生
活
に
か
か
わ
る
事
業
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
の
実
施
時
期
な
ど
に
つ
い

て
は
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
６
月
号
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

事
業
仕
分
け
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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広がる友好の輪

　

登
別
市
は
、
海
外
の
都

市
と
の
交
流
を
通
し
て
地

域
の
国
際
化
を
推
進
す
る

た
め
、
平
成
９
年
５
月
に

デ
ン
マ
ー
ク
の
リ
ン
ゲ
市

と
ウ
イ
ス
リ
ン
ゲ
市
の
３

市
で
『
友
好
の 
絆 
』
を
、

き
ず
な

平
成　

年
５
月
に
中
国 
広 かん

14

 
東 
省
の 
広
州 
市
と
『
友
好

と
ん 

こ
う
し
ゅ
う

促
進
都
市
』
を
、
ま
た
、

平
成　

年　

月
に
は
ア
メ

18

11

リ
カ
合
衆
国
北
マ
リ
ア
ナ

諸
島
サ
イ
パ
ン
市
と
『
友

好
都
市
提
携
』
を
そ
れ
ぞ

れ
結
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ン
ゲ
市
と
ウ

イ
ス
リ
ン
ゲ
市
が
平
成　
19

年
に
合
併
し
、
フ
ァ
ボ
ー

ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市
が
誕
生

し
た
こ
と
に
伴
い
、
『
友

好
都
市
協
定
』
を
結
ん
で

お
り
、
こ
れ
ら
の
都
市
と

の
友
好
関
係
が
、
文
化
的
、

人
的
、
教
育
的
そ
し
て
観

光
の
分
野
に
お
い
て
年
々

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成　

年
に

18

友
好
都
市
提
携
を
し
た
サ

イ
パ
ン
市
と
の
交
流
に
つ

い
て
『
登
別
・
サ
イ
パ
ン

中
学
生
交
流
事
業
』
を
中

心
に
紹
介
し
ま
す
。
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�

広がる友好の輪

　

こ
の
事
業
は
、
サ
イ
パ
ン
市
に

あ
る
公
立
の
ホ
ッ
プ
ウ
ッ
ド
中
学

校
（
生
徒
数
１
千　

人
）
の
２
年

600

生
を
登
別
市
が
受
け
入
れ
る
も
の

で
、
市
内
の
中
学
生
や
市
民
と
の

交
流
な
ど
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

登
別
市
に
は
マ
イ
・
ウ
エ
ー
ブ

ク
ラ
ブ
、
／
M
y　

W
a
v
e　

C
l
u
b
（
会
員　

人
）
に
所
属

100

す
る
生
徒
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

マ
イ
・
ウ
エ
ー
ブ
・
ク
ラ
ブ
の

生
徒
は
サ
イ
パ
ン
の
『
観
光
大
使

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
自
ら
外

国
へ
出
か
け
て
自
国
を
紹
介
す
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
サ
イ
パ
ン
を

訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
に
心
地
よ

く
滞
在
し
て
も
ら
う
た
め
、
道
路

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�

　

サ
イ
パ
ン
で
は
、
折
に
触
れ
て
、

資
金
カ
ン
パ
活
動
を
す
る
こ
と
が

伝
統
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
お
り
、

市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
市
民

が
カ
ン
パ
活
動
に
励
ん
で
い
る
光

景
を
目
に
し
ま
す
。

　

ホ
ッ
プ
ウ
ッ
ド
中
学
校
の
生
徒

も
、
市
民
や
保
護
者
が
所
有
す
る

車
を
洗
っ
た
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
た
り
す
る
な
ど
資
金
造
成

の
た
め
に
活
動
し
て
お
り
、
そ
の

益
金
は
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
地
域

へ
の
寄
付
や
旅
行
費
用
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

登
別
を
訪
問
す
る
と
き
に
も
、

生
徒
が
自
ら
得
た
資
金
で
旅
費
を

賄
っ
て
い
ま
す
。

の
清
掃
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

サ
イ
パ
ン
は
熱
帯
性
気
候
の
た

め
、年
間
の
平
均
気
温
が
高
く
気

温
の
変
化
が
少
な
い
、ま
さ
に
常

夏
の
島
で
す
。

　

こ
の
常
夏
の
島
に
過
ご
す
サ
イ

パ
ン
の
子
ど
も
た
ち
は
冬
の
寒
さ

を
体
験
し
た
こ
と
が
な
く
、
雪
を

見
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
登
別
市
で
は
、
北

海
道
の
冬
が
満
喫
で
き
、
登
別
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
『
登
別
温

泉
湯
ま
つ
り
』
が
見
学
で
き
る
２

月
に
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
に
行
っ
た
第
１
回
目

20

の
交
流
に
は
、
生
徒　

人
と
引
率

11

者
２
人
が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

登
別
中
学
校
で
行
な
わ
れ
た
交

流
会
で
は
登
別
の
郷
土
芸
能
『
熊

舞
』
を
堪
能
し
た
後
、
サ
イ
パ
ン

の
伝
統
的
な
踊
り
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
中
学
生

た
ち
も
、
習
字
や
け
ん
玉
に
挑
戦

し
た
り
給
食
を
取
る
な
ど
、
双
方

の
生
徒
が
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う
に
な
り
、
帰

り
際
に
は
、
登
別
中
学
校
の
生
徒

会
か
ら
手
作
り
の
小
物
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、
嬉
し
そ
う
に
受
け
取

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ン
ラ
イ
バ
・
ス
キ
ー

場
で
は
、
初
め
て
の
『
そ
り
滑
り

に
挑
戦
。
は
じ
め
は
、
滑
る
こ
と

を
た
め
ら
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
も
、

２
度
、
３
度
と
滑
る
う
ち
に
、
す

っ
か
り
こ
つ
を
覚
え
、
歓
声
を
あ

げ
な
が
ら
勢
い
良
く
坂
を
走
っ
て

登
り
、
何
度
も
繰
り
返
し
滑
っ
て

い
ま
し
た
。

　

夜
間
に
行
わ
れ
た
湯
ま
つ
り
で

は
、
餅
ま
き
や
湯
か
け
合
戦
、
小

規
模
な
が
ら
鬼
花
火
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
驚
き
、
感
動
し

た
様
子
で
し
た
。
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初
め
て
の
交
流

平
成　

年
２
月
１
日
〜
７
日

２０

・』
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－１０

－５

０

５

１０
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３５
登別市とサイパン市の気温比較

サイパン平均
最高気温

サイパン平均
最低気温

登別
平均気温
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２
度
目
の
交
流

平
成　

年
２
月
１
日
〜
５
日

２１

�

広がる友好の輪

　

第
２
回
目
の
交
流
は
、
平
成　
２１

年
。
生
徒
６
人
と
引
率
者
３
人
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
に
は
、
登
別
中
学
校

で
の
交
流
に
加
え
て
、
新
た
に
北

海
道
登
別 
明  
日 
中
等
教
育
学
校
に

あ
け 

び

も
足
を
運
び
、
家
庭
科
の
調
理
実

習
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

『
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
』（
※
）

を
取
り
入
れ
て
い
る
同
校
で
は
、

日
本
語
を
使
わ
ず
に
英
語
で
調
理

実
習
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
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両
校
の
生
徒
た
ち
は
、
協
力
し

合
い
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
調

理
を
進
め
、
出
来
上
が
っ
た
ス
パ

ゲ
テ
ィ
を
、
学
校
給
食
と
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
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３
度
目
の
交
流

平
成　

年
２
月
１
日
〜
５
日

２２

　

第
３
回
目
の
交
流
は
、
今
年
２

月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

人
の
生
徒
が
マ
イ
・
ウ
エ
ー

１１
ブ
・
ク
ラ
ブ
の
顧
問
な
ど
３
人
の

教
師
に
引
率
さ
れ
登
別
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

過
去
２
年
間
交
流
を
続
け
て
い

る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
森
（
幼
保
一

元
化
施
設
）
を
今
回
も
訪
問
し
、

園
児
と
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ど
の
園
児
も
、
外
国
の
方
と
仲

良
く
な
る
こ
と
は
得
意
の
よ
う
で
、

す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
い
ま
し
た
。

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
『
そ
ば
打

ち
』
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

サ
イ
パ
ン
で
は
そ
ば
や
う
ど
ん

を
よ
く
食
べ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
ば
を
打
つ
の
は
初
め
て
で
す
。

　

そ
ば
粉
が
指
に
く
っ
つ
い
た
り
、

丸
め
た
そ
ば
生
地
が
柔
ら
か
す
ぎ

た
り
と
、
苦
戦
の
連
続
で
し
た
が
、

郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
・
Ｓ
Ｌ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
て
、
何
と
か
『
そ

ば
』
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

サ
イ
パ
ン
で
は
具
を
た
く
さ
ん

入
れ
た
温
か
い
そ
ば
が
主
流
の
よ

う
で
す
が
、
初
め
て
作
っ
た
そ
ば

を
冷
た
い
『
も
り
そ
ば
』
で
試
食

し
、
美
味
し
い
と
喜
ん
で
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　

３
回
目
の
今
年
は
、
公
共
施
設

の
見
学
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
入

れ
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
市

民
プ
ー
ル
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ご
み
の
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

仕
組
み
が
サ
イ
パ
ン
と
は
随
分
と

違
う
よ
う
で
、
焼
却
炉
の
様
子
を

興
味
深
げ
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
プ
ー
ル
で
は
、
プ
ー
ル
の

規
模
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
車
い

す
の
ま
ま
入
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
充
実
し
た
施
設
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

�������	
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ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
は
、
何
と
言
っ
て
も
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

　

今
回
は
『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
』

で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
市
民
の
方
か

ら
協
力
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
国
際
交
流
へ
の
関
心
の
高

さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
を
家
族
と
し
て
受
け
入
れ
、

親
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
務
め
た

こ
と
が
縁
で
知
り
合
っ
た
市
民
の

方
が
た
の
交
流
が
、
こ
れ
か
ら
も

永
く
続
く
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、

登
別
と
サ
イ
パ
ン
両
市
の
友
好
が

さ
ら
に
大
き
く
力
強
く
広
が
っ
て

行
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
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３
月　

日
�
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

27

プ
ン
式
典
（
市
主
催
）
が
行
わ
れ
、
市
民
活
動

団
体
や
近
隣
町
内
会
の
代
表
な
ど
約　

人
が
集

70

ま
り
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
小
笠
原
市
長
が
「
市
内
に
、
市

民
や
市
民
団
体
の
活
動
の
拠
点
と
な
り
、
ま
た
、

情
報
の
発
信
が
で
き
る
施
設
が
誕
生
し
ま
し
た
。

大
い
に
活
用
し
て
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
『
の
ぼ

り
べ
つ
』
を
元
気
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
す

る
た
め
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
愛
称
の
『
の
ぼ
り
ん
』
を
命
名
し

た 　
  
松  
恭
子 
さ
ん
に
感
謝
状
授
与
が
行
わ
れ
ま

た
か 
ま
つ 
き
ょ
う
こ

し
た
。
『
の
ぼ
り
ん
』
の
『
の
ぼ
』
は
の
ぼ
り

べ
つ
か
ら
、
ま
た
『
り
ん
』
は 
輪 
の
音
読
み
の

わ

『
り
ん
』
か
ら
名
付
け
ら
れ
、 

松
さ
ん
は

「
市
民
の
輪
が
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
つ
な
が

り
、
も
っ
と
大
き
な
輪
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と

命
名
に
込
め
た
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

３　
　２７ ���������������������������������������������������������������������������������������������������

登別市市民活動センターオープン

����������������	����������	


３　
　 ２１～
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 吉  田  健  一 さん（吉田兄弟）が『登別市
よし だ けん いち

ふるさとまちづくり応援寄附金』を寄附

３　
　２９

����������������������������������������������������������������������										�������	
�������������������������������������������������������
平成22年登別海鮮直市オープン

　

３
月　

日
�
、
三
味
線
奏
者
・
吉
田
兄

２９

弟
の
吉
田
健
一
さ
ん
が
『
ふ
る
さ
と
ま
ち

づ
く
り
応
援
寄
附
金
』
の
寄
附
の
た
め
市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
は
登
別
市
を
応
援
す
る
方
か

ら
、
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
、
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
教
育
の
充
実
に
関
す
る

事
業
に　

万
円
を
寄
附
し
「
い
つ
か
ふ
る

１０

さ
と
に
寄
附
を
と
思
っ
て
い
た
。
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
こ
れ
を

受
け
市
長
は
「
吉
田
さ
ん
に
寄
附
し
て
い

た
だ
い
た
の
は
、
大
き
な
Ｐ
Ｒ
に
な
り
ま

す
」
と
感
謝
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
談
で
は
吉
田
さ
ん
か
ら

「
津
軽
三
味
線
の
全
国
大
会
を
、
登
別
市

で
開
催
し
た
い
」
と
の
提
案
も
あ
り
ま
し

た
。

　

３
月　

日
�
か
ら
、
平
成　

年
の
『
登

２１

２２

別
海
鮮
直
市
』
（
登
別
ま
ち
づ
く
り
促
進

期
成
会
、
い
ぶ
り
中
央
漁
業
協
同
組
合
、

市
主
催
）
が
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
横
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
登
別
漁
港
の
水
産

物
の
Ｐ
Ｒ
や
地
産
地
消
の
拡
大
、
地
域
の

活
性
化
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年

で
５
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
の
店
頭
に
は
、
地
元
で
水
揚
げ

し
た
ホ
ッ
キ
貝
や
ボ
タ
ン
エ
ビ
、
カ
ジ
カ
、

マ
ツ
カ
ワ
ガ
レ
イ
（
ブ
ラ
ン
ド
名　
 
王
鰈 

お
う
ち
ょ
う

な
ど
の
新
鮮
な
海
の
幸
が
並
び
、
訪
れ
た

買
い
物
客
か
ら
は
「
今
日
は
、
お
刺
身
で

豪
華
な
夕
食
だ
ね
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

海
鮮
直
市
は　

月
末
ま
で
の
毎
週
日
曜

１０

日
、　

時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

１０

東 奔 西 走

）



��

４　
　１～

　

４
月
１
日
�
か
ら
郷
土
資
料
館
で
『
大
空
を

泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
と
五
月
武
者
人
形
展
』
（
市

主
催
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
事
は
、
５
月
５
日
の
『
こ
ど
も
の

日
』
に
あ
わ
せ
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

こ
い
の
ぼ
り
は
、
当
初
４
月
１
日
に
掲
げ
る

予
定
で
し
た
が
、
天
候
の
都
合
に
よ
り
４
月
２

日
に
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
・
Ｓ
Ｌ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
集
ま
り
、

家
庭
な
ど
で
不
用
と
な
り
寄
附
を
受
け
た
約　
７０

匹
の
こ
い
の
ぼ
り
を
郷
土
資
料
館
や
樹
木
な
ど

に
手
際
よ
く
つ
な
ぎ
止
め
、
約
２
時
間
を
か
け

て
作
業
が
完
了
。
掲
げ
ら
れ
た
こ
い
の
ぼ
り
は
、

ま
る
で
池
に
放
た
れ
た
か
の
よ
う
に
、
大
空
を

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
ぎ
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
い
の
ぼ
り
と
五
月
武
者
人
形
の
展
示
は
５

月
５
日
�
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
間
小
・
中
学
生

は
郷
土
資
料
館
に
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。
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大
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
と

五
月
武
者
人
形
展

４　
　 １５～

　

４
月　

日
�
か
ら
、
毎
月　

日
に
幌
別
地
区

15

15

を
中
心
に
巡
回
す
る
、
無
料
の
『
お
買
い
物
バ

ス
』
の
運
行
（
登
別
中
央
商
店
会
主
催
）
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ス
は
、
交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢

の
方
な
ど
に
、
街
に
出
る
き
っ
か
け
に
し
て
も

ら
お
う
と
運
行
す
る
も
の
で
、
ア
ー
ニ
ス
を
発

着
点
に
、
若
山
町
方
面
（
緑
・
桜
木
・
新
川
・

片
倉
・
富
士
・
柏
木
町
を
経
由
）
、
千
歳
・
常

盤
町
方
面
、
登
別
・
幌
別
方
面
の　

停
留
所
・

45

３
路
線
を
走
り
ま
す
。

　

運
行
初
日
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
乗
車
し
た

方
に
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

買
い
物
に
訪
れ
た
方
に
は
、
バ
ス
の
運
行
を
記

念
し
同
商
店
会
各
店
で
利
用
で
き
る
『
お
買
い

物
バ
ス
協
賛
ク
ー
ポ
ン
券
』
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
買
い
物
バ
ス
の
時
刻
表
は
、
ア
ー
ニ
ス
や

同
商
店
会
の
各
店
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
登別ブランド推奨認定証交付式

３　
　３０
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３
月　

日
�
、
市
役
所
で
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
認
定
証

３０

交
付
式
』
が
行
わ
れ
、
平
成　

年
度
の
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推

２１

奨
品
』　

品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

１０

　

こ
の
推
奨
事
業
は
、
平
成　

年
度
の
特
別
予
算
枠
『
明
日

２１

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
』
の
一
つ
『
い
い
モ
ノ
発
見
「
の
ぼ
り

べ
つ
」
』
の
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
、
今
回
選
ば
れ
た
推

奨
品
は
、
市
や
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
な
ど
で
構
成
す
る

『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
』
が
定
め
た
推
奨
基
準
を
基

に
、
市
内
の
８
事
業
者
か
ら
申
し
込
み
が
あ
っ
た　

品
の
中

１５

か
ら
、
各
専
門
家
や
公
募
の
市
民
に
よ
る
審
査
会
で
決
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
同
協
議
会
の 
成  
田  
光  
男 
会
長
が
事
業
者
に
『
登

な
り 

た 

み
つ 

お

別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
認
定
証
』
を
手
渡
し
、
「
こ
の
推
奨
品
に

と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
優
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
品
を
生
み
出
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
ま
た
、
来
賓
の
小
笠
原
市

長
は
「
市
民
が
自
信
を
も
っ
て
薦
め
る
こ
と
が
で
き
る
『
登

別
の
顔
』
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
品
の
販
売
促
進
を
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
の
意
気
込
み
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
』
の
認
定
期
間
は
４
月
か
ら
平

成　

年
３
月
ま
で
の
３
年
間
で
、
推
奨
マ
ー
ク
を
商
品
の
パ

２５
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
用
で
き
る
ほ
か
、
商
工
会
議
所
な
ど
が
参
加

す
る
催
事
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
す
。

事　業　者　名商　品　名
㈱望月製麺所登別閻魔ラーメン
道南平塚食品㈱文志郎の鹿角納豆
㈱わかさいも本舗鬼伝説 青鬼ピルスナー
㈱わかさいも本舗鬼伝説 赤鬼レッドエール
冷鮮工房　うす田のぼりべつホタテ燻
藤崎わさび園わさび漬
㈱のぼりべつ酪農館のぼりべつ牛乳
㈱のぼりべつ酪農館のぼりべつ牛乳プリン
㈲かめや極上シフォンケーキ
㈲マルフク武澤水産塩たらこ

登別ブランド推奨認定品

東 奔 西 走
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登
別
中
央
商
店
会

『
お
買
い
物
バ
ス
』
運
行
開
始

�������	
��������



��

人が輝き　まちがときめく

 　

高
齢
者
虐
待
は
、
高
齢
者
の
人
権

を
侵
害
す
る
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

そ
れ
は
、
発
生
し
な
い
の
が
理
想

で
あ
り
、
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
は
早
期
に
そ
の
芽
を
摘
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で
の

対
応
が
必
要
で
す
。

　

『
介
護
は
家
族
が
す
る
の
が
当
た

り
前
』
と
い
う
考
え
方
や
周
囲
の
方

の
何
気
な
い
一
言
が
、
介
護
者
（
養

護
者
）
を
追
い
詰
め
、
虐
待
の
発
生

す
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎
地
域
で
の
見
守
り
や
声
か
け

　

高
齢
者
虐
待
は
、
家
庭
の
中
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
虐
待
を
受
け

た
高
齢
者
は
家
庭
内
の
問
題
と
し
て

周
囲
の
方
に
事
実
を
訴
え
な
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
虐
待
を
し
て
い
る
養
護
者

は
、
し
つ
け
や
夫
婦
げ
ん
か
な
ど
と

思
い
が
ち
で
『
虐
待
を
し
て
い
る
』

と
い
う
認
識
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

Group

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
す
る
の
が
初

め
て
の
方
で
も
親
切
に
指
導
し
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
し
た
い
け
れ
ど

初
め
て
の
種
目
は
不
安
だ
と
言
う

方
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」

と
初
心
者
の
方
の
入
会
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
創
設
当
初
か
ら
の
会

員
で
、
全
道
や
全
国
の
大
会
に
も

参
加
す
る
岸
谷
さ
ん
は
「
健
康
増

進
や
競
技
志
向
な
ど
会
員
の
活
動

目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一
つ

試
合
を
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
真
剣

に
シ
ャ
ト
ル
を
追
い
か
け
白
熱
し

た
ラ
リ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
練
習
の
合
間
に
み
ん
な
で
昼

食
を
取
り
な
が
ら
す
る
談
笑
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
」
と
活
動
の
楽

し
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
大
越

さ
ん
（
�
○２７
 

２
２
１
０
）
ま
で
。

　

登
別
ア
カ
シ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
昭

和　

年
に
、
市
主
催
の
『
健
康
ス

５３
ポ
ー
ツ
教
室
』
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
学
ん
だ
方
が
結
成
し
、
今
年
で

　

年
目
を
迎
え
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

３２サ
ー
ク
ル
の
老
舗
の
一
つ
。
毎
週

月
・
木
曜
日
の　

時
か
ら
総
合
体

１０

育
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
会
員
は
、
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
み
ん

な
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
」
と
話
す
の
は
会
長
の 
大 おお

 
越  
淑  
恵 
さ
ん
。
「
昼
間
は
、
ど
う

こ
し 
よ
し 

え

し
て
も
女
性
が
中
心
の
ス
ポ
ー
ツ

サ
ー
ク
ル
が
多
い
の
で
す
が
、
こ

の
サ
ー
ク
ル
の
会
員
の
半
数
は
男

性
で
す
。
仕
事
の
都
合
な
ど
で
昼

間
に
運
動
し
た
い
と
い
う
方
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
」
と
男
性

の
入
会
も
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
の 
本  
名 
さ
ん
も

ほ
ん 

な

初心者も競技志向の方も
一緒にバドミントンを
楽しみましょう

登別アカシアクラブ

す
。

　

高
齢
者
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
に
気
づ
き
、
み
ん
な
が
声
を
か

け
あ
っ
た
り
、
支
え
あ
っ
た
り
す
る

こ
と
が
虐
待
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

「
お
は
よ
う
。
こ
ん
に
ち
は
」
な

ど
、
何
気
な
い
毎
日
の
声
か
け
も
大

切
な
見
守
り
の
一
つ
で
す
。

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
い
る
家

庭
を
あ
た
た
か
く
見
守
り
、
地
域
か

ら
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

『
何
か
お
か
し
い
』

『
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
』

そ
う
思
っ
た
ら
お
気
軽
に
相
談
窓
口

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ
（
�
○８５
 

５

　

７
２
０
）
、
ま
た
は
地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー
あ
お
い
（
�
○８３
 

０
５

　

１
１
）
・
ゆ
の
か
（
�
○８８
 

２
１
０

　

６
）
・
け
い
あ
い
（
�
○８２
 

５
０
０

　

５
）

ダメ！高齢者虐待・仲間たち



情報あらかると

���

　

毎
年
６
月　

日
か
ら　

日
は
、
男
女
共

23

29

同
参
画
週
間
で
す
。

　

市
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

家
庭
や
学
校
、
職
場
、
地
域
で
考
え
る
き

っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
た
め
、
標
語
や
写

真
、
習
字
な
ど
で
男
女
共
同
参
画
社
会
の

イ
メ
ー
ジ
を
自
由
に
表
現
し
た
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

５
月
６
日
�
〜
６
月　

日
10

　

�
▼
対
象　

市
内
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

　

す
る
小
学
４
年
生
以
上
の
方

▼
作
品
テ
ー
マ

�
標
語
…
男
女
共
同
参
画
社
会
を
イ
メ
ー

　

ジ
し
た
も
の

�
習
字
…
『
男
女
平
等
』
『
男
女
共
同
』

　

『
参
画
社
会
』
『
共
同
参
画
』
の
い
ず

　

れ
か

�
写
真
…
男
女
が
個
人
の
能
力
に
よ
っ
て

　

均
等
に
社
会
に
参
画
し
て
い
る
様
子

　

（
例
…
男
性
の
保
育
士
・
看
護
師
・
家

　

事
を
す
る
様
子
、
女
性
の
町
内
会
長
・

　

社
長
・
建
築
現
場
で
働
く
様
子
な
ど
）

▼
作
品
規
定　

用
紙
の
大
き
さ
は
自
由

　

（
応
募
は
１
人
各
１
点
ま
で
）

▼
賞　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
・
一

　

般
の
３
部
門
ご
と
に
入
賞
作
品
を
決
定

　

し
ま
す
（
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
数

　

点
、
入
賞
数
点
）

▼
入
賞
者
の
発
表　

６
月
に
入
賞
者
を
発

　

表
（
入
賞
者
本
人
と
学
校
に
通
知
）
し

　

ま
す
。
す
べ
て
の
応
募
作
品
は
、
６
月

　
　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
市
民
会
館
２

23

29

　

階
通
路
に
展
示
し
ま
す

�������

●１３ 　男女共同参画社会に向けた作品（標
　　語・写真・習字）を募集します
●１４ 　脳ドックを受診しませんか
●１５ 　市営住宅の入居者を募集します
●１６ 　ものづくり創出支援事業補助金をご
　　活用ください
●１７ 　中央町２丁目買物駐車場をご利用く
　　ださい
●１８ 　クリンクルセンターからのお知らせ
●２０ 　子育て支援センターからのお知らせ
●２１ 　しんた２１からのお知らせ
●２２ 　郷土資料館からのお知らせ
●２３ 　文化・スポーツ振興財団からのお知
　　らせ
●２４ 　公共下水道を利用できる区域が広が
　　りました
●２５ 　平成２２年度浄化槽設置希望者を募集
　　します
●２９ 　平成２１年度３月末の財政状況をお知
　　らせします
�������

●１７ 　無料法律相談・くらしの無料相談・
　　そのほかの相談
●１８ 　６月の粗大ごみ収集
●２１ 　６月の健康相談・診査
●２８ 　５月中旬・下旬の歯科救急医療
●２８ 　５月中旬～６月上旬の市立図書館行
　　事
●３０ 　今月の新着図書
●３０ 　不用品ダイヤル市

▼
表
彰　
　

月
開
催
予
定
の
男
女
共
同
参

11

　

画
講
演
会
（
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
）
で

　

行
い
ま
す

▼
応
募
方
法　

作
品
に
、
郵
便
番
号
・
住

　

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
年

　

齢
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
名
ま
た
は
学

　

校
名
（
学
年
）
・
写
真
に
つ
い
て
は
題

　

名
を
添
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

　

（
〒　

－

８
７
０
１　

中
央
町
６
丁
目

059

　
　

）
に
郵
送
ま
た
は
持
参

11
※
小
・
中
学
生
は
各
学
校
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

２
１
３
９
）

　

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
実
技
を
交
え
た
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜　

時

19

10

12

▼
場
所　

亀
田
記
念
公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

　

２
階
休
憩
室

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

50

▼
参
加
料　

無
料

▼
講
師　
 
戸  
田  
憲  
吉 
さ
ん
（
登
別
市
フ
ラ

と 

だ 

け
ん 
き
ち

　

ワ
ー
マ
ス
タ
ー
）

▼
申
し
込
み　

都
市
計
画
・
公
園
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

４
１
１
５
）

　固定資産税・都市計画税（第１期）と軽
自動車税の納期限は５月31日�です。
　納税には、便利な口座振替制度もありま
すのでご利用ください。
　また、コンビニエンスストアでも納入す
ることができます。

▼問い合わせ　税務Ｇ（�○８５ １１５５）

忘れずに納めましょう
～納期限は５月３１日（月）です～

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

�������

5月
土金木水火月日
1
8765432
１５１４１３１２１１１０9
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５／／

6月
土金木水火月日
54321
１２１１１０9876
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３０２９２８２７

み
ど
り
の
講
習
会
『
ご
家
庭
の 

花
壇
に
…
土
づ
く
り
講
習
会
』

を
開
催
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た

作
品
（
標
語
・
写
真
・
習
字
）
を

募
集
し
ま
す

２３
３０
２４
３１



��

　

亀
田
記
念
公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
２
階
休

憩
室
に
、
木
製
遊
具
を
備
え
た
キ
ッ
ズ
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
。

▼
一
般
開
放
日
時　

水
・
日
曜
日
、
祝
日

　

を
除
く
毎
日
（
４
月
〜　

月
…　

時
〜

10

10

　
　

時
、　

月
〜
３
月
…　

時　

分
〜　

15

11

10

30

15

　

時
）

◎
親
子
わ
く
わ
く
・
ド
キ
ド
キ
タ
イ
ム

▼
日
時　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　

時
〜　

時

10

12

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
５
組
以
上
の

　

親
子
（
子
ど
も
は
小
学
校
入
学
前
）
で

　

構
成
す
る
グ
ル
ー
プ

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
・
公
園
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

４
１
１
５
）

　

市
は
、
平
成　

年
度
に
実
施
す
る
水
道

22

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

水
の
水
質
基
準
に
基
づ
く
水
質
検
査
の
項

目
、
頻
度
な
ど
を
内
容
と
し
た
水
質
検
査

計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
公
表
は
、
水
道
利
用
者
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
の
水
質

な
ど
の
状
況
変
化
に
対
応
し
た
計
画
の
作

成
や
、
検
査
内
容
の
透
明
性
を
高
め
る
こ

と
な
ど
、
安
全
な
水
道
水
の
提
供
と
適
正

な
水
質
管
理
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
計
画
は
、
水
道
グ
ル
ー
プ
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.

noboribetsu.lg.jp

▼
問
い
合
わ
せ　

水
道
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

５
５
１
０
）

　

縄
文
時
代
に
た
く
さ
ん
使
わ
れ
た
シ
カ

の
角
で
、
縄
文
風
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま

す
。

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜　

時

29

10

12

▼
場
所　

カ
ン
ト
・
レ
ラ

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

20

▼
参
加
料　
　

円
400

▼
申
し
込
み　

カ
ン
ト
・
レ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８４
 

２
０
６
９
）

『
わ
く
わ
く
・
ド
キ
ド
キ

か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
』
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

カ
ン
ト
・
レ
ラ
縄
文
文
化
体
験

『
シ
カ
の
角
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

つ
く
ろ
う　

』
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

!!

平
成　

年
度
の
水
質
検
査

２２

計
画
を
公
表
し
ま
す

後期高齢者医療制度のお知らせ

ご存じですか　障害認定
　６５歳から７４歳までの次の方は、障害認定の申請をするこ
とで後期高齢者医療制度に加入することができます。
　現在加入している健康保険と医療費の負担や保険料が異
なりますので、詳しくはお問い合わせください。

▼対象
　�国民年金などの障害年金１・２級を受給している方
　�身体障害者手帳１～３級・４級（音声障害、言語障害、
　　下肢障害の一部）をお持ちの方
　�精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方
　�療育手帳Ａ（重度）をお持ちの方

▼後期高齢者医療制度に加入する場合
　�現在加入している健康保険を脱退することになります
　　（被扶養者の方も脱退することになる場合があります
　�病院での窓口負担が１割（現役並み所得者は３割）に
　　なります
　�高額療養費の適用により、実際の医療費の負担が少な
　　くなる場合があります
　�加入する方は、後期高齢者医療保険料を納めることに
　　なります（計算方法はお問い合わせください）
　�加入した後でも、申請によりいつでも脱退することが
　　できます（ほかの健康保険への加入手続きが必要です

▼申請に必要なもの
　�障がいのあることが確認できるもの（年金証書、身体
　　障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳）
　�現在加入している健康保険証、印鑑

▼問い合わせ　年金・長寿医療グループ（�○８５ ２１３７）

）

脳ドックを受診しませんか

申し込み・問い合わせ
国保・医療給付グループ（�○８５ １７７１）
年金・長寿医療グループ（�○８５ ２１３７）

　国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している方を
対象に、脳ドック検査料を助成します。

▼対象　平成２１年４月１日から現在まで脳ドックを受診し
　ていない２０歳以上で、国民健康保険税または後期高齢者
　医療保険料を滞納していない方（脳外科に通院中または
　経過観察中の方を除きます）

▼受診できる医療機関・検査内容・自己負担額

※受診日時の指定はできません。医療機関の都合により、
　受診までに日数がかかる場合があります。
※申込者が多数の場合、希望する医療機関での受診や受診
　自体ができないことがあります。

▼申込方法　５月１１日（火）から平成２３年３月１０日（木）までに電
　話または直接窓口で国保・医療給付グループ（市役所１
　階４番窓口）、年金・長寿医療グループ（市役所１階１０
　番窓口）にお申し込みください

自己負担額検査内容医療機関名

２,０００円脳ＣＴ宮町脳神経外科クリニック 
（新生町）

４,０００円頭部ＭＲＩ、 
頭部・けい部ＭＲＡ

大川原脳神経外科病院 
（室蘭市寿町）

４,０００円頭部ＭＲＩ、 
頭部・けい部ＭＲＡ

日鋼記念病院 
（室蘭市新富町）

）
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情報あらかると
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問い合わせ
国保・医療給付グループ
（�○８５ １７７１）

　５月上旬から、４０歳以上の国民健康保険加入者の方に平
成２２年度特定健診受診券を郵送します（有効期限…平成２３
年３月３１日）。
　特定健診は、糖尿病や高脂血症などの生活習慣病の健診
で、通院中の方も対象になります。今年から検査項目に尿
酸（痛風を調べる検査）が加わりました。
　健診は無料ですので、年１回、健診を受けましょう。
※今年度４０歳になる方
　や４月１日以降に国
　民健康保険に加入し
　た方には、５月下旬
　から６月にかけて受
　診券を郵送します。
※詳しくは、受診券に
　同封のパンフレット
　をご覧ください。

　倒産やリストラなどの理由で離職した方が安心して医療
を受けられるよう、失業時から翌年度末までの間、離職し
た方の前年の給与所得を３０/１００として国民健康保険税を計
算し、負担を軽減します。高額療養費などの所得区分も給
与所得を３０/１００として判定します。
　軽減措置を受けるためには申請が必要です。

▼対象　平成２１年３月３１日以降に離職し、離職日時点で６５
　歳未満の国民健康保険加入者の方で、次のいずれかに該
　当する方
　�倒産・解雇などにより離職した方（雇用保険の特定受
　　給資格者）
　�雇い止めなどにより離職した方（雇用保険の特定理由
　　離職者）

▼申請に必要なもの　国民健康保険被保険者証、印鑑、雇
　用保険受給資格者証

▼申請受付場所　市役所１階７番窓口

　これまで、旧総合病院において７０歳未満の方が外来で複
数科を受診した場合の高額療養費は、診療科ごとにひとつ
の医療機関として算出していましたが、４月から各診療科
を同一の医療機関と見なして算出します。
　なお、国民健康保険の高額療養費の支給対象となる方に
は、個別にお知らせしています。

▼主な旧総合病院（胆振管内）　新日鐵室蘭総合病院、日
　鋼記念病院、市立室蘭総合病院、王子総合病院、伊達赤
　十字病院など
※旧総合病院とは、平成９年度の医療法改正で廃止される
　まで、同法で総合病院と位置付けられていた病院のこと
　です。

４０歳以上の国民健康保険加入者の方へ
特定健診受診券を郵送します

▲この封筒で郵送します。

　4 　月から非自発的失業者の方の
国民健康保険税軽減措置が始まりました

旧総合病院における高額療養費支給の
算出基準が変わりました

�������	
�
��������	
������
　ご好評のランニングマシン
を２台増設し、計９台としま
した。
　待ち時間がより短くなりま
すので、ぜひご利用ください。

▼問い合わせ　市民プール
　『らくあ』（�○８５ ５５８８

�������	
����
入居日

（鍵渡し）
抽　 選
日時・場所家　賃募集

戸数募集区分所在地団地名

６月１日
（火）

５月２１日（金）
１０時～
市民会館

婦人サークル室

３,５００円～
　７,０００円

２DK
（風呂なし）
４戸程度

一般世帯片倉町
５丁目幌別西

����������
�������	
�○８５ �����

※入居希望者が募集戸数を超えた場合、抽選を行い
　ます。
※団地では、犬や猫などのペットは飼えません。
※詳しくは募集案内書でご確認ください。

◆収入基準

※月収入額は、世帯全員の所得の合計と、家族数な
　どにより計算します。詳しくはお問い合わせくだ
　さい。

◆申込資格
①家族で入居する方（婚約中で３カ月以内に婚姻す
　る方を含む）
②持ち家のない方
③現在、公営住宅に入居していない方
④収入が収入基準の範囲内で、それを証明できる方
⑤市税などに滞納のない方
⑥入居者や同居者が『暴力団員による不当な行為の
　防止等に関する法律第２条第６号』に規定する暴
　力団員でない方

◆経費
◎敷金（家賃の２カ月分）

◆申し込み
　５月１０日（月）～１４日（金）　９時～１７時３０分
※募集案内書と入居申込書は５月６日（木）から（土・
　日曜日を除く）建築住宅グループ、各支所でお渡し
　します。

月 収 入 額区　　　　　　　　　　分

２１万４，０００円以下

入居者または同居者に障がいのある方
（障がいの程度に基準があります）

入居者が６０歳以上で、同居者も６０歳以
上または１８歳未満の方

小学校入学前の子どものいる世帯

１５万８,０００円以下上記以外の方

）
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登
別
市
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

は
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
保
護

者
が
、
相
談
先
や
支
援
機
関
な
ど
を
確
認

で
き
る
支
援
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
場
所　

障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
、
各

　

支
所
、
し
ん
た　
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▼
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
Ｇ
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�
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３
７
３
２
）

▼
対
象　

市
民
税
非
課
税
（
世
帯
）
の
方

▼
内
容　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
療
養
介

　

護
医
療
を
除
く
）
、
補
装
具
、
日
中
一

　

時
支
援
事
業
な
ど
の
地
域
生
活
支
援
事

　

業
の
利
用
者
負
担
の
無
料
化

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
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３
７
３
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）

　

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
７
月　

日
任
期

25

満
了
に
よ
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
期

日
前
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
方
は
、
名
簿
に
登
録
し
、

選
挙
期
日
が
確
定
次
第
、
ご
都
合
を
お
伺

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

『
発
達
障
が
い
児
・
者
の
た
め
の

支
援
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
ま
し
た

い
し
、
改
め
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
所
・
時
間

�
中
央
期
日
前
投
票
所

　

場
所　

市
役
所
第
２
庁
舎

　

時
間　

８
時　

分
〜　

時

30

20

�
鷲
別
期
日
前
投
票
所

　

場
所　

鷲
別
公
民
館

　

時
間　

８
時　

分
〜　

時

30
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▼
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
選

　

挙
権
の
あ
る　

歳
未
満
の
方

70

▼
内
容　

投
票
事
務
の
公
正
な
執
行
の
監

　

視
な
ど

▼
募
集
人
数　
　

人
（
中
央
期
日
前
投
票

38

　

所　

人
、
鷲
別
期
日
前
投
票
所
６
人
）

32

※
原
則
１
人
に
つ
き
１
日
と
し
、
応
募
者

　

が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

▼
報
酬　

１
日
に
つ
き
９
千　

円
500

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

５
月　

日
�
ま
で
に
電
話

20

　

で
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
�
○８５
 

９

　

１
４
３
）

　

気
象
台
は
、
５
月　

日
�
か
ら
気
象
警

27

報
・
注
意
報
を
市
町
村
ご
と
に
発
表
す
る

予
定
で
す
。

◎
５
月　

日　

ま
で　

『
胆
振
地
方
』
ま

２６

（水）

　

た
は
『
胆
振
中
部
』
に
発
表

◎
５
月　

日　

か
ら　

『
登
別
市
』
に
発

２７

（木）

　

表
▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
地
方
気
象
台
防
災

　

業
務
課（
�
○２２
 

４
２
４
９
）

４
月
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
者
負
担
が
一
部
軽
減
さ
れ
ま
し
た

　（財）室蘭テクノセンターは、新製品や新技術の開発、新
分野への展開や新事業の創出促進を支援します。
１　新製品・新技術開発の芽育成支援事業

▼対象　中小企業者などが行う新製品・新技術の開発に
　係る調査研究・基礎技術の確立など

▼事業期間　２年以内

▼補助限度額　報償費、旅費交通費、消耗品費、原材料
　費などの４分の４以内（６０万円）
※２年目は４分の３以内（４５万円）
２　商品化推進支援事業

▼対象　中小企業などが行う需要調査や試作、実用化事
　業など

▼補助限度額　報償費、旅費交通費、手数料、外注加工
　費、委託料などの４分の３以内（１００万円）
３　新製品・新技術事業化支援事業

▼対象　中小企業者などが行う市場投入の実現性が高い
　新製品・新技術の研究開発

▼補助限度額　報償費、旅費交通費、手数料、外注加工
　費、委託料などの３分の２以内（２００万円）
４　技術・技能習得研修支援事業

▼対象　中小企業者などが技術・技能・デザイン開発な
　どの習得のため行う技術者派遣や研修など

▼補助限度額　報償費、旅費交通費などの２分の１以内
　（３０万円）

５　創業支援事業

▼対象　創業２年以内の中小企業者が行う新分野への事
　業展開

▼事業期間　２年以内

▼補助限度額　事務所経費（家賃、光熱水費、通信運搬
　費など）の２分の１以内（月額５万円）
６　市場開拓支援事業

▼対象　中小企業者などが行う新製品などの①展示会な
　どの出展や開催、②ホームページやパンフレットの企
　画・作成、③公的相談会や同等の商談会などへの派遣
　など

▼補助限度額　①出展料、使用料・賃借料、出展工事費
　などの２分の１以内（５０万円）、②委託料などの２分
　の１以内（３０万円）、③旅費交通費などの２分の１以
　内（５万円）
７　資格取得支援事業

▼対象　製造業の中小企業者の技能士
※業種など詳しくはホームページをご覧ください。

▼補助限度額　事前に申請し技能試験に合格した方の旅
　費交通費、検定料などの２分の１以内（５万円）
※１、２、３の事業は室蘭工業大学と共同研究の場合、
　４２万円を限度に補助金が加算されます。

期
日
前
投
票
の
立
会
人
を

募
集
し
ま
す

気
象
警
報
・
注
意
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す

ものづくり創出支援事業補助金
をご活用ください

問い合わせ
（財）室蘭テクノセンター（�○４５ １１８８）
ホームページ　http://www.murotech.or.jp/
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申し込み・問い合わせ
市民サービスグループ
（�○８５ ２１３９）

　交通事故や金銭貸借、損害賠償、離婚などの相談
を弁護士がお受けします。

▼担当弁護士  高  村 　 真  人 弁護士
たか むら まさ と

▼場所・日時・定員・申込期限

▼日時　５月２２日（土）　９時３０分～１２時

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼定員　１０人（申込順）

▼申込期限　５月２１日（金）
※直接会場にお越しいただいても相談できますが、
　できるだけ事前にお申し込みください。

　市民生活や消費生活・多重債務に関する相談を随
時、受け付けています。
　また、ＤＶに関する相談も受け付けていますので、
もし、あなたが配偶者や恋人から暴力を受けている
なら、一人で悩まず相談してください。
　なお、消費生活に関する相談は、消費生活センタ
ー（市民サービスグループ内�○８５ ３４９１）や登別
消費者協会（労働福祉センター内�○８５ ８３０７）で
も受け付けています（登別消費者協会の相談日時は、
火～金曜日　１０時～１６時）。

無料法律相談

くらしの無料相談
～北海道行政書士会室蘭支部主催～

そのほかの相談

▼
日
時　

５
月　

日
�　

８
時
〜　

時

30

15

▼
場
所　

東
千
歳
駐
屯
地
（
千
歳
市
祝
梅

　

１
０
１
６
）

※
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

を
運
行
し
ま
す
。

※
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
行
事
内
容　

パ
レ
ー
ド
、
装
備
品
の
展

　

示
、
戦
車
試
乗
、
模
擬
売
店
な
ど

▼
入
場
料　

無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団

　

広
報
渉
外
班
（
�
０
１
２
３
○２３
 

５
１
３

　

１
）

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団

創
隊　

周
年
記
念
行
事
を

５５

開
催
し
ま
す

中央町２丁目買物駐車場
をご利用ください

　中央町２丁目の買物駐車場が、４月から利用できる
ようになりました。
　この駐車場は、買物客の駐車場として利用できるほ
か、地域のイベント（短期間のもの）にも使用するこ
とができますので、ぜひご活用ください。

▼場所　中央町２丁目５

▼駐車台数　２０台（普通車用１７台、軽自動車用１台、
　障がい者専用２台）
※詳しくはお問い合わせください。

▼問い合わせ　登別商工会議所（�○８５ ４１１１）

●アーニス�

●登別�
　郵便局�

●アーニス�

↑
至
富
士
町�

●登別�
　郵便局�

幌別駅�

●薬局�

�
●薬局�

●中央町2丁目�
　買物駐車場�
●中央町2丁目�
　買物駐車場�

←至新川町� 至千歳町→�

申込期限定　員日　　時場　　所

５月２８日（金）ま
でに電話で

６人 
（申込順）

６月１９日（土）
９時３０分～１２時

鉄南ふれあ
いセンター

６人 
（申込順）

６月４日（金）以降、ご本
人から弁護士に相談日
予約の電話をしていた
だきます。

担当弁護士
事務所
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問い合わせ
環境対策グループ

（クリンクルセンター内�○８５ ２９５８）

 

　３月２６日（金）、登別市・室蘭市・伊達市の３市と各市
内の家電販売店・一般廃棄物収集運搬許可業者により、
家電リサイクル推進連絡会が設立されました。
　家電リサイクル法でテレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯
機・衣類乾燥機、エアコンの廃家電は、買い替えや過
去に販売店が自ら販売した家電製品の場合、その販売
店に引き取りが義務付けられています。
　購入した販売店が現在は存在しないなど、どの販売
店にも引き取り義務がない廃家電は、同連絡会加盟店
で引き取りや排出の相談をお受けします。
　廃家電の排出には、リサイクル料や運搬料が掛かり
ます。詳しくは、各加盟店にお問い合わせください。

▼市内加盟店名・住所・電話番号

▼対象　市内に居住する２０歳
　以上で、抽選日に会場に来
　ることができ、抽選日から
　１週間以内に搬出できる方
※転売目的の方は申し込みできません。

▼抽選日　６月１３日（日）　１０時～

▼場所　クリンクルセンター市民ギャラリー

▼展示品　タンス、食器棚、ソファー、自転車など

▼販売価格　５００円～（自転車は無料）

▼申込方法　６月１日（火）～１１日（金）の９時～１７時にクリ
　ンクルセンターに備え付けの申込用紙に必要事項を
　記入し、お申し込みください（１人１点）

家電リサイクル推進連絡会が
設立されました

電話番号住　所市内加盟店名
�○８３ １２５９登別本町２丁目２－１６㈲ブラウン電器

�○８５ ２５０８幌別町３丁目１１－５㈲栄光電気

�○８８ ０５５５新川町１丁目６－１１㈱白川電器店

�○８５ ９６１８緑町２丁目８－３１デンキの坂本

�○８３ ２６１１登別東町４丁目１１－１㈱でんきのシマムラ

�○８５ ２６６９富士町１丁目２－２小関デンキ商会

�○８８ １２２２富士町２丁目１１－１㈱伊藤電機商会

�○８８ ３６８５富士町５丁目５７－１㈲サトー電化

�○８５ １１３６青葉町１－２７スズキ電器

�○８６ ９６０３新生町３丁目４－１㈲コンパス登別

�○８６ １８０８若草町３丁目１０－１２㈲ベストでんか

�○８６ ６７６７鷲別町３丁目１３－１㈱中島家電

�○８８ ３３３１富岸町１丁目１サンワドー㈱登別店

�○８２ ３０００若山町４丁目３３－１ポスフール登別店

�○８７ １４９６若草町２丁目３１－１ホーマック若草店

�○８３ １２２２登別東町２丁目１７－３小林興業㈱

�○８８ ０８７０新栄町１－３９登別クリーンサービス㈱

�○８８ ０２００新栄町１－４１㈲登和清掃

�○８５ ４２７０大和町２丁目２５－１三協資源㈱

再生展示品を販売します

�������	�

申込期間収　集　日地　区　名

５月２４日（月）　
～６月４日（金）

６月７日（月）　
～６月１２日（土）新生町３・４丁目

５月３１日（月）　
～６月１１日（金）

６月１４日（月）　
～６月１９日（土）鷲別町１～３丁目

６月７日（月）　
～６月１８日（金）

６月２１日（月）　
～６月２６日（土）新生町１・２丁目

６月１４日（月）　
～６月２５日（金）

６月２８日（月）　
～７月３日（土）大和町・栄町

※粗大ごみの収集は、電話で受け付けしています。
※粗大ごみは、１品ごとにごみ処理券（１枚１６０円）
　を張って出してください（１回につき５品まで）。
※粗大ごみの収集日は、『家庭ごみ収集カレンダー』
　にも掲載しています。また、今後の『広報のぼり
　べつ』でもお知らせします。

▲

申し込み　㈲登和清掃（�○８８ ０２００）
※申込期間（土・日曜日、祝日を除く）の９時～１７時
　に電話でお申し込みください。
※電話番号のおかけ間違いのないように、十分注意し 
　てください。
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狂　犬　病　予　防　注　射　日　程　表
場　所地　区時　間場　所地　区時　間

登別温泉ふれあいセンター駐車場登別温泉町９：１０～９：３０

５　

月　
　
　

日　
　

２２

（土）

登別公民館前登別東町２丁目９：００～９：２０

５　

月　
　
　

日　
　

２２

（土）

禅林寺駐車場中登別町９：４０～１０：００登別中学校職員玄関前登別本町１丁目９：３０～９：４５

サンクス中登別店駐車場中登別町１０：１０～１０：３０旧道コン住宅前登別本町２丁目９：５５～１０：０５

東町運動公園広場向かい空き地登別東町４丁目１０：４０～１１：００富浦会館前富浦町１０：１５～１０：３０

婦人センター駐車場登別東町３丁目１１：１０～１１：４０滝田商店裏（佐藤善作様宅横）幸町５丁目１０：４０～１０：５５

鉄南ふれあいセンター前幌別町３丁目１３：００～１３：３０幌別東小学校駐車場幌別町７丁目１１：０５～１１：２５

常盤児童館前常盤町２丁目１３：４０～１４：００幌別中学校前千歳町３丁目１１：３５～１１：５５

しんた21駐車場片倉町６丁目１４：１０～１４：２５猪股一男様宅横（千歳町６丁目55－６）千歳町６丁目１３：００～１３：２０

片倉４丁目公園片倉町４丁目１４：３５～１４：５０コープタウン　つくし公園千歳町４丁目１３：３０～１３：５０

市役所前中央町６丁目１５：００～１５：２０柏葉団地５号棟前駐車場柏木町４丁目１４：００～１４：１５

ちびっ子広場富士町３丁目１５：３０～１５：５０柏木団地９号棟前駐車場柏木町１丁目１４：２５～１４：４０

老人福祉センター前富士町７丁目１４：５０～１５：１０

わかば公園前（恵愛病院裏）鷲別町２丁目９：１５～９：２５

５　

月　
　
　

日　
　

２３

（日）

鷲別公民館前鷲別町３丁目９：００～９：２０

５　

月　
　
　

日　
　

２３

（日）

鷲六園前鷲別町６丁目９：３５～９：５０桜美園入口美園町６丁目９：３０～９：５０

鷲別保育所前鷲別町４丁目１０：００～１０：１５美園児童センター前美園町５丁目１０：００～１０：２０

楡の木公園栄町１丁目１０：２５～１０：４０光和園前美園町３丁目１０：３０～１０：５０

富浜広場栄町４丁目１０：５０～１１：１０若草１号公園 若草町３丁目１１：００～１１：２０

汐平団地汐平広場若山町３丁目１１：２０～１１：４０さわやか公園若草町２丁目１１：３０～１１：５０

あかしや遊園地若山町２丁目１３：００～１３：２０優和園前若草町５丁目１３：００～１３：２０

登別交番横空き地桜木町１丁目１３：３０～１３：５５千代の台団地　幼児公園新生町３丁目１３：３０～１３：４５

桜木団地駐車場桜木町４丁目１４：０５～１４：３５老人憩の家希望の家前新生町５丁目１３：５５～１４：１０

おおぞら公園新生町４丁目１４：５０～１５：１０ことぶき公園新生町１丁目１４：２０～１４：４０

富岸青少年会館前富岸町２丁目１５：２０～１５：５０わらべ公園新生町２丁目１４：５０～１５：１０

◎５月26日�　10：20～10：30カルルス町『鈴木旅館前』、10：40～10：50上登別町『権兵衛窯前』、11：00～15：50札内町・来馬地区

　生後９１日以上の犬は、毎年１回狂犬病予防注射を受けることが法令で義務付けられています。
　忘れずに受けましょう。

▼料金　１頭３,０４０円（注射料金２,４９０円・注射済票交付手数料５５０円）
※犬の登録をされていて、５月上旬までに狂犬病予防注射の案内が届いていない方は環境対策グループへご連
　絡ください。
※期間中、都合の良い日、場所にお越しください。
※常盤町２丁目と桜木町１丁目の実施場所が今年から変更になっています。ご注意ください。

�������	
����������	
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問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンタ－内�○８５ ２９５８）
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室
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案
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講　　　師講　座　名月　日

 木 　 幡 　 行 　 宏 　さん 
こ はた ゆき ひろ

（室蘭工業大学准教授）
土砂災害に備えて６月２２日（火）

 小 　 室 　 雅 　 人 　さん 
こ むろ まさ と

（室蘭工業大学講師）
地震に備えて６月２３日（水）

 前 　 田 　　　 潤 　さん 
まえ だ じゅん

（室蘭工業大学准教授）
災害と人間心理

６月２９日（火）
 田 　 村 　　　 亨 　さん 
た むら とおる

（室蘭工業大学教授）
避難

 中  津  川 　　　 誠 　さん 
なか つ がわ まこと

（室蘭工業大学准教授）
大雨と洪水に備えて

６月３０日（水）
 木 　 村 　 克 　 俊 　さん 
き むら かつ とし

（室蘭工業大学教授）
高潮と津波に備えて

子育て支援センターからのお知らせ

　地域の子ども同士の触れ合う場、保護者
の交流の場として子育て支援センターの職
員が遊具や絵本を持って会場に出向きます。

▼月日・時間・場所・対象

▼持ち物　上靴（子ども、保護者とも）
※直接会場にお越しください。

▼問い合わせ　中央子育て支援センター（�○８１ ３７１５）

　日ごろ、仕事で忙しいお父さん、
親子のふれあいを楽しみませんか。

▼日時　５月１５日（土）　１０時～１２時

▼場所　登別子育て支援センター

▼対象　市内居住の小学校入学前のお子さんとお父さん

▼内容　絵本や遊具を使った自由遊びなど
※直接会場にお越しください。

▼問い合わせ　登別子育て支援センター（�○８０ ２７７２）

　保育所の児童と一緒に遊びませんか。

▼月日・時間・場所・対象

▼持ち物　上靴（子ども、保護者とも）、着替え（天候に
　より戸外で遊ぶことがあります）
※直接会場にお越しください。

▼問い合わせ　中央子育て支援センター（�○８１ ３７１５）

▼日時　５月２４日（月）　１０時～１２時

▼場所　市民プール

▼対象　市内居住の２・３歳のお子さんとその保護者

▼内容　インストラクターによる親子体操など
※水深は１５～２０㌢㍍に調節します。

▼定員　３０組（申込順）

▼参加料　無料（保護者は入館料５００円が掛かります）

▼持ち物　子ども…バスタオル・水着・水泳帽（排せつが
　完了していないお子さんは水遊び用紙パンツを着用して
　ください）、保護者…バスタオル・Ｔシャツ・半ズボン
　水泳帽

▼申し込み　５月１０日（月）～１３日（木）の９時～１７時に電話で中
　央子育て支援センター（�○８１ ３７１５）

▼グループ・開催日・対象・内容

▼時間　１０時～１２時

▼場所　登別子育て支援センター

▼参加料　無料

▼定員　各グループ１０組（申込順）

▼申し込み　５月１０日（月）～１４日（金）の９時～１７時に電話で登
　別子育て支援センター（�○８０ ２７７２）

�������	
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�����

�������	

��������	
��

対　象場　所時　間月　日

市内居住の小学校
入学前のお子さん
とその保護者　　

鷲別公民館
１０時～１２時

５月１２日（水）

若草放課後 
児童クラブ５月１９日（水）

対　象場　所時　間月　日

市内居住の小学
校入学前のお子
さんとその保護
者　　　　　　

鷲別保育所

９時３０分 
～１１時　

６月３日（木） 富士保育所
栄町保育所
登別保育所６月４日（金）
幌別東保育所６月１０日（木）

�������	
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内　容対　象開催日グループ

手あそび、　 
運動あそび、 
外あそびなど

１０カ月～１歳２カ 
月のお子さんとそ
の保護者　　　　

６月１日から 
７月１３日まで
の毎週火曜日

０歳児　 
グループ

２歳６カ月～３歳 
５カ月のお子さん 
とその保護者　　

６月３日から 
７月１５日まで 
の毎週木曜日

２歳児　 
グループ

・
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�������	
��� 申し込み・問い合わせ
健康推進グループ（しんた２１内・�○８５ 0100）

　今年度も次の女性の方を対象に、乳がん・子宮頸がん無
料検診を行います。受診に必要な無料クーポン券は、５月
末ごろに郵送する予定です。

▼検診名・対象となる方の生年月日

　赤ちゃんが喜ぶ離乳食（５～７カ月）を同じ月齢の子を
持つ保護者の方と楽しく作ります。

▼日時　５月２５日（火）　１０時～１２時３０分

▼場所　しんた２１調理室

▼対象　生後４～６カ月児を持つ保護者（託児を行います

▼内容　離乳食の調理実習
　と交流タイム

▼定員　１５人（申込順）

▼参加料　５００円

▼持ち物　エプロン、三角
　きん（バンダナ）

▼申し込み　５月２１日（金）ま
　でに電話でお申し込みく
　ださい

乳がん・子宮 頸 がん無料検診のお知らせ
けい

～女性特有のがん検診推進事業～

もぐもぐ食育ひろばに参加しませんか

）

対象となる方の生年月日検診名

平成元年４月２日～平成２年４月１日

子宮頸がん
昭和５９年４月２日～昭和６０年４月１日

昭和５４年４月２日～昭和５５年４月１日

昭和４９年４月２日～昭和５０年４月１日

昭和４４年４月２日～昭和４５年４月１日子宮頸がん・乳がん

昭和３９年４月２日～昭和４０年４月１日

乳がん
昭和３４年４月２日～昭和３５年４月１日

昭和２９年４月２日～昭和３０年４月１日

昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日

持ち物内　　容対　象月　日診査・相談名

母子健康手帳、バスタ
オル、替えオムツ　　診察、身体計測、栄養相談、育児相談１月１６日～２月１５日生まれ

のお子さん　　　　　　　６月１７日（木）４カ月児健康診査

母子健康手帳、バスタ
オル、替えオムツ　　

身体計測、栄養相談、育児相談、遊び
の紹介　　　　　　　　　　　　　　

平成２１年１０月生まれのお子
さん　　　　　　　　　　６月２３日（水）８カ月児健康相談

母子健康手帳、お子さ
んの歯ブラシ　　　　

診察、歯科検診、身体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、フッ素塗布（希
望者８００円）　　　　　　　　

平成２０年１１月生まれのお子
さん　　　　　　　　　　６月９日（水）１歳６カ月児

健康診査

母子健康手帳、お子さ
んの歯ブラシ　　　　

診察、歯科検診、尿検査、身体計測、
栄養相談、歯科相談、育児相談　　　

平成１９年５月生まれのお子
さん　　　　　　　　　　６月３日（木）３歳児健康診査

―発育・発達・育児などの相談、栄養相
談　　　　　　　　　　　　　　　　育児相談を希望する方６月２３日（水）乳幼児健康相談

※４カ月児健康診査、８カ月児健康相談、１歳６カ月児健康診査、３歳児健康診査の時間は、対象となる家庭に通知し
　ます。
　なお、乳幼児健康相談は、事前に電話でお申し込みください。

　エキノコックス症は、キツネや犬などに寄生したエキノ
コックスの卵が何らかの機会に体内に入り、幼虫となって
主に肝機能障害を起こす病気です。
　この病気はすぐに自覚症状がなく、数年から１０数年たっ
てから上腹部や肝臓のあたりの不快感、おうだんなどの症
状が現れます。放っておくと命にかかわることもあります。
◎感染予防のため次のことに気を付けましょう
　・キツネに餌付けしたり、触ったりしない。
　・キツネが近寄らないよう生ゴミなどは適正に処理する。
　・犬も感染した野ねずみを食べて感染するため、放し飼
　　いをしない。
　・山菜や野山の果実などは十分に加熱、またはよく洗っ
　　てから食べる。
　・沢水や小川の生水は飲まない。飲む場合は煮沸する。
　・外から帰ったら必ず手を洗う。

　もく浴やおむつ交換、妊婦さん同士の情報交換、先輩マ
マの体験談を聞くなど、楽しい時間を過ごしませんか。

▼日時・対象・内容・定員

▼場所　しんた２１

▼申し込み　５月６日（木）～２０日（木）に電話でお申し込みくだ
　さい

すこやかマタニティ教室を開催します

定員 
(申込順)内　容対　象日　時

２０人
妊婦体操、授乳体験、
先輩ママとの交流な
ど妊　婦

１回目 
５月２８日（金）
１３時３０分～１５時３０分

２０人妊娠期の食生活のお
話など

２回目 
６月４日（金）
１３時３０分～１５時３０分

２０組
もく浴やおむつ交換 
などの実習、パパの 
妊婦体験など

妊婦と 
家　族

３回目 
６月１２日（土）
１３時３０分～１５時３０分

エキノコックス症の感染に
気を付けましょう
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消防本部・消防署からのお知らせ郷土資料館からのお知らせ

申し込み・問い合わせ
郷土資料館（�○８８ １３３９）

精
神
保
健
福
祉
相
談
『
心
の

健
康
相
談
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

内　容対　象場　所日　時

精神障が 
い者家族 
の集い

精神障がい 
のある方の 
ご家族

室蘭市障害者
福祉総合セン
ター

第２火曜日 
１０時～１２時

アルコー 
ル問題を 
抱える家 
族の集い

アルコール 
問題を抱え 
る方のご家 
族

むろらん広域 
センタービル 
２階会議室

第２月曜日 
１４時～１６時

ひきこも 
り家族交 
流会

ひきこもり 
問題を抱え
る方のご家
族

むろらん広域 
センタービル 
２階会議室

第４水曜日 
１３時３０分 
～１５時３０分

精
神
障
が
い
者
家
族
の
集
い
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す

▼日時　５月29日�　９時30分～12時30分
▼場所　市民プール『らくあ』　２階研修室

▼内容　ＡＥＤの取り扱いや心肺 蘇  生 法（普通救命講習Ⅰ
そ せい

▼定員　10人（申込順）

▼申し込み　５月10日�までに電話で消防署警防救急グル
　ープ（�○８５ ２５５１）、登別温泉支署（�○８４ ２３１９）、
　登別支署（�○８３ １１１５）、鷲別支署（�○８６ ７３５９）

▼設置率　全国52.0㌫、全道58.5㌫、市内34.7㌫

▼ 市内の設置状況　調査実施世帯２万2,793世帯、設置済
　み世帯7,909世帯

▼市内町別の設置率

　住宅用火災警報器は、煙や熱を感知すると警報音や音声
で火災発生をいち早く知らせてくれます。
　設置が進むにつれ、火災を未然に防いだ事例が相次いで
います。設置は、登別市火災予防条例で平成２３年５月３１日
までとされていますので、早めの設置をお願いします。▲

問い合わせ　消防本部総務グループ（�○８５ ９６１１）

定例救急救命講習会　受講者募集

平成２１年度住宅用火災警報器
設置状況調査の結果をお知らせします

　武家時代の生活体験を通し、伝
統文化を学びませんか。当日は、
郷土資料館と文化伝承館を無料開
放しますので、ご家族で春の一日
をお楽しみください。

▼日時　５月22日�　10時～13時

▼場所　郷土資料館

▼内容　 流  鏑  馬 体験、スポーツチャンバラ体験、茶道体験、
や ぶ さめ

　すいとんの試食（先着100人）、 駕  籠 体験、昔の遊び体
か ご

　験など
※スポーツチャンバラ体験に参加を希望する方は、事前に
　電話でお申し込みください。

▼日時　６月12日�　９時30分～16時

▼場所　郷土資料館

▼対象　18歳以上の方

▼定員　16人（申込順）

▼参加料　200円
※高校生以上の方は、入館料190円が掛かります。

▼持ち物　布切れ、昼食
※申込者には事前準備についてガイドを郵送します。

▼申し込み　５月12日�から25日�までに電話でお申し込
　みください

▼日時　６月19日�　10時～12時

▼場所　郷土資料館

▼対象　小・中学生とその保護者

▼定員　10組

▼参加料　850円（１組）
※高校生以上の方は、入館料190円が掛かります。

▼持ち物　エプロン、おしぼり（２枚）、そば持ち帰り用
　容器、ずきん、上履き

▼申し込み　５月１８日�から電話でお申し込みください

武家時代にタイムスリップしませんか
『わんぱくサムライ体験』

▲流鏑馬体験

布ぞうり作り

親子で楽しむ手づくりそば教室

）

設置率 町　名設置率 町　名設置率 町　名

５％登別温泉町１３％上 登 別 町５７％カルルス町

２４％登 別 本 町２４％登 別 東 町１６％中 登 別 町

１３％富 浦 町１１％札 内 町２７％登 別 港 町

１５％千 歳 町１６％幸 町１３％新 栄 町

２２％常 盤 町１０％来 馬 町１６％幌 別 町

２４％富 士 町１７％柏 木 町２１％中 央 町

１５％鉱 山 町２０％新 川 町２８％片 倉 町

２３％青 葉 町０％川 上 町１７％桜 木 町

２７％若 山 町１７％大 和 町２２％緑 町

２５％栄 町２３％新 生 町２３％富 岸 町

２５％美 園 町１９％鷲 別 町２３％若 草 町

６％上 鷲 別 町
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申し込み・問い合わせ

文化・スポーツ振興財団
（�○８８ １１１６）
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催
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▼日時　７月10日�　開場13時30分、開演14時

▼場所　市民会館大ホール

▼入場料（全席自由）　一般…前売
　り券2，000円・当日券2，500円、中
　学生以下…前売り券　1，000円・当
　日券1,500円
※前売り券完売の場合、当日券はあ
　りません。
※３歳以下のお子さんは入場できま
　せん。

▼入場券販売日　５月21日�～

▼入場券販売所　市民会館、鷲別公
　民館、市役所母子会売店、紀文堂
　書店、アーニス、ぎんやレコード、エルム楽器室蘭店

▼日時　６月２日～21日の毎週月・水曜日（全６回）　18
　時30分～20時

▼場所　市民会館

▼対象　市内居住または通勤する18歳以上の方

▼内容　日常的な会話（初級）

▼講師　ニコル・ロバートソンさん（登別市英語指導助手

▼定員　20人（申込順）

▼参加料　2,000円

▼持ち物　筆記用具

▼申し込み　５月10日�～14日�の９時
　～17時に電話でお申し込みください

▼派遣対象　10人以上の市民が参加して行う軽スポーツ

▼指導者　登別市体育指導委員など

▼指導時間　２時間程度

▼指導料・用具の貸し出し　無料

▼種目　キンボール・フロアカーリング・スポンジテニス
　ドッジボール・ティーボール・室内ペタンクなど

▼申込方法　文化・スポーツ振興財団に備え付けの申込用
　紙に必要事項を記入の上、お申し込みください

▼日時　６月９日�　10時～12時

▼場所　市民会館

▼対象　市内居住または通勤する方

▼内容　ハーブを使った韓国料理（チャプチェ、チヂミ、
　わかめスープ、ハーブティー）

▼講師　 磯  野 みゆきさん、 清  水 まさみさん（ハーブ＆アロ
いそ の し みず

　マコーディネーター）

▼定員　20人（申込順）

▼参加料　1,300円（材料費を含む）
※５月24日�以降に参加を取りやめる場合は、材料費をい
　ただきます。

▼持ち物　エプロン・布きん・ティーカップ・筆記用具

▼申し込み　５月10日�～14日�の９時～17時に電話でお
　申し込みください

　開湯から150年以上たつ登別温泉の歴史に触れながら、
自然の中でウオーキングをしませんか。
　大湯沼からあふれ出る天然足湯や、登別温泉の日帰り入
浴を楽しむことができます。

▼日時　５月29日�　10時～12時（悪天候の場合は５月30
　日�）

▼場所　登別温泉町
※集合場所は、申し込み時にご連絡します。

▼対象　市内居住または通勤する方

▼講師　登別市観光ボランティアガイド会

▼定員　30人（申込順）

▼参加料　500円（日帰り入浴券、傷害保険料を含む）

▼持ち物　運動のできる服装、入浴に必要なもの

▼申し込み　５月６日�～21日�（土・日曜日を除く）の
　９時～17時に電話でお申し込みください
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　市は、次の区域の下水道供用開始の告示を行いましたので、お知らせします。
　なお、水洗化などの工事を行う個人住宅（新築は除く）には、補助金制度や融資あっせん制度があります。
　詳しくはお問い合わせください。

　平成23年３月30日までに、自己資金で水洗化などの工事を完了する
場合に利用できます。
《補助金額》
①　水洗トイレ改造工事…２万3,000円
②　排水設備工事…１万円
③　①＋②の工事…３万3,000円

　平成25年３月30日までに、水洗化
などの工事を完了する場合、無利子
で融資を利用できます。
《融資あっせん限度額》
①　水洗トイレ改造工事…トイレ１
　基につき38万円以内
②　排水設備工事…21万円以内
③　①＋②の工事…59万円以内

補助金制度 融資あっせん制度

　下水道が整備されると、快適な生
活を営める環境になりますので、土
地所有者に建設費の一部として、土
地の面積に応じ一度だけ負担してい
ただく制度です。
　受益者負担金の額は、所有する土
地の面積に単価（１平方 ㍍ 当たり
５２５円）を乗じて算出します。
　支払いは、負担金総額を５年間に
分割し、年４期（合計20回）に分け
て納めていただきます。
　皆さんのご理解とご協力をお願い
します。

受益者負担金制度

�������	
����������	
������������������������
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申し込み・問い合わせ
下水道グループ
（�○８５ ９０５２）

平成２２年度浄化槽設置希望者を募集します

※下水道グループホームページ『個別排水処理施設整備事業のご案内』もご覧ください。　
http://www.city.noboribetsu.lg.jp/gesui/page8.html

　市は、公共下水道区域外の地域を対象に浄化槽整備事業（個別排水処理施設整備事業）を
行っています。

　浄化槽は、生活排水を各家庭で処理できる個人
下水道です。槽内では微生物が有機物（汚物）を
食べて分解してくれます。宅地内の乗用車１台分
のスペースで浄化槽が設置でき（工事は10日間程
度）、衛生的で快適な水洗トイレにすることがで
きます。しかも、各家庭の生活排水をしっかり処
理してくれるので、身近な生活環境の改善や保全
に大いに役立ちます。

　浄化槽の設置を希望する方の申請により、市が
浄化槽を設置し維持管理（保守点検や清掃など）
します。

▼全地域　カルルス町・上登別町・登別温泉町・
　札内町・富浦町・来馬町・鉱山町・川上町

▼一部の地域　中登別町・登別東町・登別港町・
　新栄町・幸町・千歳町・常盤町・柏木町・片倉
　町・青葉町・緑町・若山町・富岸町・鷲別町・
　上鷲別町

▼市の工事　浄化槽の設置工事

▼個人の工事　水洗トイレへの改造工事や生活排
　水を浄化槽まで流すための工事（これらの工事
　は融資あっせん制度の対象になります）

　専用住宅・店舗併用住宅・共同住宅・事務所
※別荘を除きます。

　市が施工した浄化槽の設置工事費の１割を分担
金として負担していただきます。分担金は５年に
分割し、年４回に分けて納めていただきます。ト
イレの水洗化、生活排水を浄化槽に流し込む排水
設備工事は個人負担となります。
　また、使った水の量に応じた下水道料金相当額
を使用料として、２カ月に１度納めていただきま
す。浄化槽に空気を送るブロワなどの電気代は使
用者の負担となります。

　募集は通年行っていますが、年度ごとの設置基
数に限りがありますので、お申し込み・ご相談は
お早めにお願いします。

浄化槽とは

事業の内容

対象となる区域

工事

対象となる建物

設置した方の負担

申し込み

個別排水処理区域

上
登
別
町

登
別
温
泉
町

中
登
別
町

登
別
東
IC

登
別
駅

富
浦
町

札
内
町

来
馬
演
習
場

幸
町

新
栄
町

登
別
市
役
所幌

別
駅

室
蘭
工
業
用
水
池

登
別
室
蘭
IC

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー 幌

別
駐
屯
地

上
鷲
別
町

鷲
別
町

　　色の付いている部分が下水道で処理する集合処理区域、
それ以外の白色の部分が浄化槽で処理する個別排水処理区域です。

室蘭市
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▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時　

分
〜　

21

10

30

13

　

時
▼
場
所　

登
別
厚
生
年
金
病
院
３
号
棟
２

　

階
集
団
栄
養
指
導
教
室

▼
内
容　

ハ
ー
ブ
を
利
用
し
た
減
塩
の
工

　

夫
▼
メ
ニ
ュ
ー　

マ
ツ
カ
ワ
の
香
草
焼
き
、

　

ア
ス
パ
ラ
サ
ラ
ダ
、
茶
碗
蒸
し
、
果
物

▼
定
員　

８
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　

５
月　

日
�　

時
ま
で
に

17

12

　

電
話
で
栄
養
部
（
�
○８０
 

３
２
３
５
）

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜　

時

12

15

16

▼
場
所　

登
別
厚
生
年
金
病
院
３
号
棟
２

　

階
集
団
栄
養
指
導
教
室

▼
内
容　

貧
血
を
改
善
す
る
た
め
の
日
常

　

生
活
と
食
事
療
法
に
つ
い
て

▼
講
師　

登
別
厚
生
年
金
病
院
看
護
師
、

　

管
理
栄
養
士

▼
参
加
料　

無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

栄
養
部

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８０
 

３
２
３
５
）

▼
日
時　

５
月
９
日
�
（
雨
天
中
止
）

　
　

時
〜　

時

10

12

▼
場
所　

カ
ン
ト
・
レ
ラ

▼
内
容

①
登
別
桜
を
育
て
る
会

　
　

市
民
植
樹
祭
の
桜
を
守
る
た
め
草
取

　

り
や
肥
料
散
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

�
持
ち
物
…
作
業
の
で
き
る
服
装
で
長
靴

　

軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
な
ど

※
参
加
者
に
は
エ
ビ
汁
を
提
供
し
ま
す

　

（
昼
食
を
取
る
方
は
お
に
ぎ
り
や
弁
当

　

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
。

②
桜
ヘ
ル
シ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ノ
ル
デ

　

ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ほ
か
（
受
け
付

　

け
９
時　

分
ま
で
、
ス
タ
ー
ト　

時
）

３０

１０

　
　

カ
ン
ト
・
レ
ラ
〜
桜
坂
駐
車
公
園
の

　

往
復
（
約
５ 
㌔
㍍ 
・
約
１
時
間　

分
）

30

�
持
ち
物
…
運
動
し
や
す
い
服
装
で
飲
み

　

物
な
ど

※
高
校
生
以
上
は
保
険
料
な
ど
と
し
て　
300

　

円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

料
理
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

〜
登
別
厚
生
年
金
病
院
主
催
〜

日本工学院北海道専門学校便り
問い合わせ　�○８８ ０８８８

　４月１２日（月）、第２９回入学式が行われました。
　式では、中川学校長が就職難を克服するための学
校の支援を約束するとともに、新入生の努力を促す
と、新入生代表の 川  嶋  千  穂 さん（公務員学科）が

かわ しま ち ほ

「多くの人と地域の発展に役に立つ仕事をするため
努力します」と誓い、気持ちを新たにしていました。
　また、今年度から
１泊２日の新入生オ
リエンテーション合
宿を第一滝本館で行
い、新入生は仲間づ
くりなどを目標に、
温泉につかりながら
有意義な合宿として
いました。
　多くの新入生が新登別市民となりました。どうぞ
よろしくお願いします。

▼日時　毎週土曜日（１日を除く）　１１時３０分～１５
　時３０分

▼問い合わせ　入学広報室（�０１２０－６６６－９６５）

※
参
加
者
に
は
エ
ビ
汁
（
数
に
限
り
が
あ

　

り
ま
す
）
と
さ
ぎ
り
湯
入
浴
券
（
完
走

　

賞
）
を
提
供
し
ま
す
。

③
桜
再
生
募
金
の
た
め
の
募
金
箱
を
設
置

　

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

成
田
さ
ん

　
　

（
�　

－

３
３
９
６－

３
６
０
４
）

090

▼
日
時　

５
月　

日
�　

開
場　

時
、
開

14

18

　

演　

時　

分

18

30

▼
場
所　

ホ
テ
ル
平
安

▼
入
場
料　

前
売
り
券
３
千
円
、
当
日
券

　

３
千　

円
500

▼
入
場
券
販
売
所　

市
役
所
母
子
会
売
店

▼
問
い
合
わ
せ　

金
澤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８６
 

１
１
９
２
）

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時　

分
〜

16

13

30

▼
場
所　

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目　

『
み
ち
づ
れ
』
『
の
ろ
ま
大
将

　

ほ
か

▼
出
演　

登
別
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
会
員
ほ

　

か
▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

足
利
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

９
５
５
５
）

貧
血
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

〜
登
別
厚
生
年
金
病
院
主
催
〜

桜
の
花
の
ト
ン
ネ
ル
ヘ
ル
シ
ー

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
桜
の
手
入
れ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

〜
登
別
桜
坂
一
期
一
宴
実
行
委
員
会
主
催
〜

市
制
施
行　

周
年
記
念
事
業

４０

『
大
正
琴
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
』
を

開
催
し
ま
す

　

〜
登
別
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
主
催
〜

平成２２年度入学式が行われました

５月の体験入学・オープンキャンパス

『特設人権・困りごと
相談所』を開設します

　人権問題・離婚・不動産・金銭
雇用・いじめなどの問題について、
人権擁護委員が無料で相談をお受
けします。秘密は固く守られます。

▼日時　６月１日�　10時～15時

▼場所　鉄南ふれあいセンター
※直接会場へお越しください。

▼問い合わせ　札幌法務局室蘭支
　局総務課（�○22 ５１１１）

・

市
制
施
行　

周
年
記
念
事
業

４０

 
伊  
藤  
多  
喜  
雄 『
日
本
各
地 
唄 
探
し

い 

と
う 

た 

き 

お 

う
た

の
旅 
ｉ  
ｎ 
西
い
ぶ
り
』を
開
催
し
ま
す

イ 

ン
〜
同
実
行
委
員
会
主
催
〜

・

』
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▼
日
時　

５
月　

日
�　

開
場　

時
、
開

28

18

　

演　

時　

分

18

30

▼
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
出
演　
 
松  
宮  
一  
葉 
さ
ん

ま
つ 
み
や 
か
ず 

は

▼
入
場
料　

２
千
円

▼
問
い
合
わ
せ　

衛
藤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

５
９
９
６
）

▼
日
時　

５
月
５
日
�　

受
け
付
け
９
時
、

　

ス
タ
ー
ト　

時
10

▼
集
合
場
所　

市
営
陸
上
競
技
場

▼
コ
ー
ス　

３
㌔
㍍
、
５
㌔
㍍
、
７
㌔
㍍

▼
参
加
料　

小
・
中
学
生　

円
、
高
校
生

500

　

以
上
１
千
円

▼
申
込
方
法　

当
日
、
参
加
料
を
添
え
て

　

受
付
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

渡
辺
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８６
 

０
７
２
４
）

▼
日
時　

５
月
８
日
�
〜　

日
�　
　

時

11

10

　

〜　

時
（　

日
は　

時
ま
で
）

17

11

15

▼
場
所　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

市
制
施
行　

周
年
記
念
事
業

４０

『
愛
の
う
た
の
夕
べ
』を

開
催
し
ま
す

〜
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
登
別
主
催
〜

▼
内
容　

会
員
の
絵
画
（
日
本
画
、
油
彩

　

画
、
パ
ス
テ
ル
画
、
水
彩
画
）
、
陶
芸

　

な
ど
の
展
示

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

長
田
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

９
０
６
７
）

▼
日
時　

５
月
９
日
�　

８
時　

分
〜

30

▼
集
合
場
所　

カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
登
山
口

　

（
３
合
目
）

▼
参
加
料　
　

円
（
保
険
料
、
記
念
品
代

500

　

を
含
む
）

▼
持
ち
物　

登
山
に
適
し
た
服
装
、
雨
具
、

　

軍
手
、
飲
料
水
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

藤
木
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

５
８
９
７
）

▼
日
時　

５
月　

日
�　

８
時　

分
〜　

16

30

11

　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

30

▼
集
合
場
所　

胆
振
幌

　

別
川
白
鳥
テ
ラ
ス

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

双
眼
鏡
、

　

鳥
類
図
鑑
（
持
っ

　

て
い
る
方
の
み
）

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

堀
本
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

９
３
９
６
）

　

登
別
走
ろ
う
会
は
、
一
緒
に
走
る
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
走
る
こ
と
が
好
き

な
方
や
健
康
の
た
め
に
走
ろ
う
と
し
て
い

る
方
は
、
こ
の
機
会
に
一
緒
に
楽
し
く
走

り
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
問
い
合
わ
せ　

馬
場
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

９
０
５
５
）

▼
日
時　

第
３
火
曜

　

日　
　

時
〜　

時

13

15

▼
場
所　

地
域
情
報

　

セ
ン
タ
ー 
Ｐ  
ｉ  
Ｐ 

ピ 

ッ 

ピ

※
直
接
会
場
に
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

工
藤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○45
 

５
０
５
１
）

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時　

分
〜

22

13

30

▼
場
所　

市
民
会
館
視
聴
覚
室

▼
参
加
料　

無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

田
中
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○86
 

４
６
４
３
）

第　

回
登
子
連
こ
い
の
ぼ
り

３５
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す

第　

回
会
員
小
品
新
作
展
を

３０
開
催
し
ま
す

〜
登
別
美
術
協
会
主
催
〜

『
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
』
山
開
き
・

『
市
民
登
山
教
室
』
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
山
岳
会
主
催
〜

『
市
民
探
鳥
会
』
を
開
催
し
ま
す

　

〜
日
本
野
鳥
の
会
室
蘭
支
部
主
催
〜

登
別
走
ろ
う
会　

会
員
募
集

無
料
パ
ソ
コ
ン
相
談
会
を

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す

　

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
い
ぶ
り
主
催
〜

『
ア
フ
ガ
ン
に
命
の
水
を
』
医
師

 
中  
村  
哲 
氏
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活

な
か 
む
ら 
て
つ

動
記
録
上
映
会
を
開
催
し
ま
す

　

〜
の
ぼ
り
べ
つ
九
条
の
会
主
催
〜
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申し込み・備考対象・定員・参加料日　時内　容行事名

各回前日までに電話
１０人(申込順) 
５００円

①５月７日(金) 
『あるく×あそぶ』
②５月２２日(土) 

『ネイチャーヨガとお散歩』
１０時～１２時

心と体が健康になるウォーキン
グと楽しい運動を行います

まるで初めて 
○は ウォーキング

５月３日（火）までに電話
５歳～小学２年生の 
お子さんとその保護者 

２００円

５月８日（土）
１１時３０分～１５時

子どもはちょっとした冒険 
大人はものづくり

もりもり森ン子くらぶ 
子ども：森にお散歩 
大人：アウトドア料理

前日までに電話 
防寒着持参

１５人（申込順）
１００円

５月１３日(木) 
１０時～１２時

春の花や森の生き物に会いに、
ネイチャーガイドが鉱山の森を
ご案内します

ガイドウォーク

前日までに電話 
汚れてもよい服装

１０人（申込順）
８００円

５月１４日(金) 
１０時～１４時

手作りの石窯で、鯛（タイ）の
塩釜料理に挑戦します

かまや 
『春を食べよう！』

前日までに電話
２０人（申込順）

５００円
５月１４日(金) 
１０時～１４時

大人のためのネイチャー企画 
森へ出かけてアウトドア料理を
楽しみましょう

たまにはアウトドアライフ

５月６日（木）～１１日（火）に電話
３歳～小学校入学前の 
お子さんとその保護者 

２００円

５月１６日（日） 
１０時～１４時

家族で旬の自然を感じながら遊
びます

こうざんちょう森のようちえん
春のお散歩

―１,５００円 
（昼食含む）

５月１９日(水) 
１０時～１２時

自然の中でゆったりのんびり、
お母さん同士でお茶会をしませ
んか。今回はお花を愛でながら
お食事をいただきます

ママのためのサロン

５月１２日（水）～１６日（日）に電話小学生 
２００円

５月２２日（土） 
１０時～１５時ふぉれすと鉱山のお仕事体験

コーザン・ながぐつレンジャー 
薪小屋づくり①

昼食、筆記用具、あれば図
鑑とデジカメ持参

１５人（申込順）
２００円

５月２６日(水) 
１０時～１５時

今回は三段の滝方面の林道の自
然を調査し、まとめます 

こうざん調査隊 
～春の巻～

５月１８日（火）～２３日（日）に電話
３歳までのお子さんと 

その保護者 
２００円

５月２８日（金） 
１０時～１２時３０分

自然体験を中心として、親子で
ゆっくりした時間を過ごします

森のサロン 
ゆったりコーザンお散歩

昼食、飲み物持参なし５月２９日(土) 
１０時～１５時

森の中でのお祭りです 
人と自然が集える場を用意して
お待ちしています

コーザン里山まつり

昼食、おやつなどの行動食、
飲み物、雨具など持参

１０km程度の 
山道を歩ける方 
６００円

５月３０日(日) 
８時～１６時

来馬岳のシラネアオイ、ツバメ
オモトなど春の花をゆっくりと
楽しみます

春の登山会

すべての活動に必要な持ち物：野外活動ができる服装、帽子、手袋、長靴、タオルなど

住所・電話番号診療所名日　時

室蘭市白鳥台４丁目２０－５
�○５９ ２２００

高橋歯科クリニック５月９日（日）
９時～１１時

室蘭市高砂町５丁目１２－１５
�○４６ ３４３４

す ず き 歯 科 医 院５月１６日（日）
９時～１１時

室蘭市白鳥台５丁目３－４３
�○５９ ５５６７

白 鳥 台 歯 科５月２３日（日）
９時～１１時

室蘭市東町４丁目３１－５
�○４４ １３１０

小 野 瀬 歯 科 医 院５月３０日（日）
９時～１１時

　　　室蘭歯科医師会（�○４３ ３５２２）

5月中旬・下旬の歯科救急医療���������	
�����
対　象行事の内容場　所日　時

幼児　
小学生ＤＶＤ上映会

市　立
図書館

５月８日(土) 
１０時３０分、
１３時３０分　

乳幼児
から　

おはなしくれよん『わらべう
たと絵本の読み聞かせ』

５月１２日(水) 
１０時３０分　

幼児　
小学生

おはなしぽけっと『絵本の読
み聞かせ』

５月２２日(土) 
１３時３０分　

乳幼児
から　

おはなしくれよん『わらべう
たと絵本の読み聞かせ』

５月２６日(水） 
１０時３０分　

幼児から
お年寄り
まで　　

講演会『ニャーゴのやさしさ
・ティラノのおもいやり』
講演　宮西達也さん（絵本作
家）

ポスフー
ル登別店

５月３０日(日） 
１３時　　　

幼児　
小学生ＤＶＤ上映会鷲　別

公民館
６月５日(土） 
１０時３０分　

幼児から
お年寄り
まで　　

おじさんズの読み聞かせ『絵
本と紙芝居の読み聞かせ』

市　立
図書館

６月５日(土） 
１３時３０分　

▲

参加料　無料
※幼児は、保護者同伴とします。

毎週木曜日は１９時３０分まで開館します。
申し込み・問い合わせ　市立図書館（�○８５ ４３２４）

問　い
合わせ
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※表記の額や数値は、いずれも３月31日現在のもので、出納整理期間（４月～５月）において変動する場合があ
　ります。

�������	
�
�������	
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問い合わせ
財政グループ
（�○８５ １３３１）

　平成21年度各会計予算は、平成22年第１回市議会定例会で各会計補正予算が議決され、これにより最終予算額
が確定しました。
　一般会計は、歳入では市税や利子割交付金などが当初予算額を下回りましたが、国の経済対策などにより国・
道支出金は当初予算額を上回りました。歳出では事業費の確定や決算見込みに基づき精査した結果、繰出金など
が減額となる一方、国の交付金を活用した事業に伴う工事請負費や生活保護費などの扶助費は、当初予算額を上
回りました。
　この結果、歳入歳出予算の総額は186億7,936万円（当初予算比８億736万円増）となりました。
　平成21年度予算の平成22年３月末日現在における収入や支出の概況、市民の負担の状況、市債残高の状況など
は次のとおりです。

�������

��������

�������	 �������

残　　　高会　計　区　分

２３７億４,１６５万円一 般 会 計

６６７万円学 校 給 食 事 業特
別
会
計

１９１億　３４９万円公共下水道事業

７,４５６万円簡 易 水 道 事 業

４２９億２,６３７万円合 計

※市税収入と一般会計歳出総額の最終予算額（前年度からの繰越額を含まない）を、市の人口で除して算出して
　います。

借　入　金　残　高会　計　区　分

８億円一 般 会 計

０円国 民 健 康 保 険特

別

会

計

０円公共下水道事業

０円介 護 保 険

０円カ ル ル ス 温 泉 
ス キ ー 場 事 業

８億円合 計

面積・金額区　　　　　分

６３９.６万平方㍍土 地

２９.４万平方㍍建 物

３１億７,３７７万円現 金
基金など

１１.３万平方㍍土 地

７億９,７４８万円債権など
そ の 他

６.４万平方㍍土 地

市民１人当たりに
使われた市のお金

市民１人当たりが
負担した市税

人口（３月３１日現在）

３５万７,８４９円１０万２,５０７円５万２,１９９人

�������	
�����

歳　　出歳　　入
最終予算額補正額当初予算額会　　計　　名

執行率支出済額収入率収入済額前年度からの 
繰越額を含む

８０.８％１５９億７,４９８万円８９.２％１７６億３,６３１万円１９７億７,６３４万円１８６億７,９３６万円８億   ７３６万円１７８億７,２００万円一　般　会　計

８８.９％５６億４,６９６万円９０.５％５７億５,１４５万円６３億５,２６０万円６３億５,２６０万円４,０８０万円６３億１,１８０万円国民健康保険
　
　

特　
　

別　
　

会　
　

計　
　

８７.７％３億２,２２３万円５８.８％２億１,６１４万円３億６,７３６万円３億６,７３６万円８４６万円３億５,８９０万円学校給食事業

８７.５％３０億２,６８２万円４４.８％１５億５,００１万円３４億６,１１７万円３４億６,１１７万円△　 １億１,１１３万円３５億７,２３０万円公共下水道事業

４３.４％２,３７４万円６７.４％３,６８５万円５,４６９万円５,４６９万円２,３５９万円３,１１０万円老 人 保 健

７８.４％３,９７０万円４５.６％２,３０９万円５,０６４万円５,０６４万円２,０９４万円２,９７０万円簡易水道事業

８８.１％２５億１,２９４万円７９.０％２２億５,４２６万円２８億５,３７７万円２８億５,３７７万円△ 　１億６,６２３万円３０億２,０００万円介 護 保 険

８１.１％１億１,４８３万円５５.０％７,７８９万円１憶４,１５１万円１億４,１５１万円１,４３１万円１億２,７２０万円カルルス温泉
スキー場事業

９６.９％５億６,９６７万円７９.０％４億６,４７３万円５億８,８１０万円５億８,８１０万円△　　　６９０万円５億９,５００万円後期高齢者医療

８３.９％２８２億３,１８７万円８３.３％２８０億１,０７３万円３３６億４,６１８万円３２５億４,９２０万円６億３,１２０万円３１９億１,８００万円合　　計

※収入率及び執行率は前年度からの繰越額を含む最終予算額に対する収入済額及び支出済額の割合

　三愛病院は、５月１２日の看護の日にちなみ、健康相談を
行います。

▼日時　５月１１日（火）・１２日（水）　１０時３０分～１５時

▼場所　１１日…アーニス、１２日…三愛病院

▼内容　健康相談、栄養相談、医療福祉相談、血圧測定、
　身長・体重・体脂肪測定など

▼問い合わせ　三愛病院看護部・松坂さん（�○８３ １１１１

『看護の日』の催しにお越しください
　北海道警察は、６月５日（土）・６日（日）に札幌市で開催され
る Ａ  Ｐ  Ｅ  Ｃ 貿易担当大臣会合におけるテロや大規模な暴動

エイ ペ ッ ク

を防止するため、警察官による警戒や検問などを行います。
　このため、札幌市内では交通規制を行うほか、行き先を
お尋ねしたり、持ち物や車のトランクの中などを確認させ
ていただいたりすることがあります。

▼問い合わせ　室蘭警察署（�○４６ ０１１０）

室蘭警察署からのお知らせ

）
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市立図書館
� ○８５  4 3 2 4
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血戦
　　　　　　　　 楡 　　 周平 　著

にれ しゅうへい

※図書館では、毎月購入している本の全リストを
　差し上げています。ご利用ください。

�������������
火～金曜日（祝日を除く）１０：００～１６：００

●ジュニアドレッサーいす付き（幅50×高さ140㌢㍍）●大正琴●野球バ

ット●かき氷器●英和辞典●買い物かばん（４種類）●スキー板・靴付

き（165㌢㍍・22.5㌢㍍）●ひな人形（７段飾り）●黒板●スタッドレス

タイヤ・アルミホイール付き（180×70Ｒ）●パソコンディスプレイ●電

気オルガン●ランドセル（白・赤色）●電気敷毛布●電子オルガン●五

月人形●亀の置物●ワニのはく製●座卓●学習机（いす付き）●食卓テ

ーブル（70×70㌢㍍）●スケート（ホッケー用26㌢㍍）●碁盤一式●昆

虫ケース２個●百科辞典（全13巻）●電気チェーンソー●電気かんな●

電気ストーブ●パークゴルフセット●室内犬ケージ（木製）●ベビーベ

ッド●加湿器●電気こたつ一式

�������	
�	��
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　政権交代を賭けた衆議院選挙。不
遇をかこつ元大蔵官僚・ 有川  崇 はつ

ありかわ たかし

いに出馬を決意する。野党最大の目
玉候補として。自分を飼い殺しにし
た義父への刺客として…。

ガラスの巨塔
 今  井 　　 彰 　著
いま い あきら

　巨大公共放送局で、Ｎｏ．１プロ
デューサーにのし上がった男がいた。
　社会派ディレクターとして名をは
せ、手掛けた番組は国民的人気に。
特別職に抜擢された男は、さらなる
野望をたぎらす。

●室蘭市・登別市地図帳●ドレッサー●硬式バット●電動ミシン●パー

クゴルフセット（男女用）●除雪機（ガソリン用）●除湿器●バイオリ

ン一式●カラオケセット●歩くスキー用のストック・靴（24㌢㍍）●木

製火鉢●もちつき器（みそ羽根付き）●まきストーブ●まき割りまさか

り●百人一首●大型テレビ（30インチ　 ）●空気清浄機

お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（�○８５ ８３０７）

このほかに新しく入った本

中
央
町
６
　
11
�

情報推進グループ�

658685

110885FAX
Ｅメール：ｐｒ＠city.
noboribetsu.lg.jp

　楽しかったこと、�
悲しかったこと、
市への疑問や意見・
要望などを情報推
進グループへ電話
やはがき、封書、
ファクス、電子メ
ールでお寄せくだ
さい。なお、個人
や団体への中傷、
営利を目的とした
お話はご遠慮くだ
さい。�

　

先
日
、
南
米
の
チ
リ
で
、
大
き
な
地

震
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

遠
く
の
国
の
話
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、

津
波
が
日
本
ま
で
到
達
す
る
ほ
ど
の
す

さ
ま
じ
い
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
こ
数
年
、
世
界
各
地
で
地
震
が
あ

り
、
甚
大
な
被
害
と
尊
い
命
が
う
ば
わ

れ
て
い
る
。
日
本
で
も
、
阪
神
淡
路
大

震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　

「
地
球
が
何
か
お
か
し
く
な
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
？
」
な
ど
と
い
う
馬

鹿
げ
た
探
り
は
し
な
い
こ
と
と
し
て
お

き
、
わ
た
し
た
ち
が
住
む
ま
ち
で
も
同

じ
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　

昨
年
の
広
報
の
防
災
特
集
で
は
『
自

ら
の
安
全
は
、
自
ら
が
守
る
』
と
書
い

て
あ
り
、
そ
の
な
か
で
は
『
自
助
』

『
共
助
』
『
公
助
』
の
３
つ
が
大
切
だ

と
書
か
れ
て
い
た
。

　

登
別
に
、
今
回
の
チ
リ
地
震
の
よ
う

な
も
の
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
都
市
機

能
が
壊
滅
し
て
し
ま
い
、
行
政
の
助
け

が
来
る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
う
な
る
と
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

を
万
全
に
し
て
、
自
ら
の
安
全
を
守
る

『
自
助
』
と
互
い
に
助
け
合
う
『
共

助
』
が
大
切
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

『
自
助
』
は
日
ご
ろ
か
ら
自
ら
が
危

機
意
識
を
も
っ
て
災
害
に
備
え
て
お
け

ば
よ
い
の
で
こ
の
話
は
お
い
て
お
く
が
、

『
共
助
』
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

　

あ
な
た
は
、
近
所
に
住
む
人
の
顔
や

家
族
構
成
が
わ
か
り
ま
す
か
？
そ
の
人

た
ち
と
言
葉
を
交
わ
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
な
ど
何
か
と

難
し
い
世
の
中
で
す
が
、
災
害
に
な
っ

た
と
き
に
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
を

優
先
し
て
助
け
て
く
れ
る
人
が
ど
れ
だ

け
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

日
常
の
、
近
所
の
方
と
の
何
気
な
い

会
話
や
助
け
合
い
を
す
る
こ
と
で
、
初

め
て
『
共
助
』
の
精
神
が
生
ま
れ
、
最

後
に
は
あ
な
た
の
命
を
救
っ
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　

（
片
倉
町　

男
性
）

◇適切な世界の適切ならざる私　　　 文  月 　　 悠  光 　著
ふ づき ゆ み

◇ペットは人間をどう見ているのか　　 支  倉 　　 槇  人 　著
はせ くら まき と

◇人は愛するに足り、真心は信ずるに足る　 中  村 　　　　 哲 　著
なか むら てつ

◇テレビのなみだ　　　　　　　　　　　　　　　 鈴  木 おさむ　著
すず き

◇老兵の消灯ラッパ　　　　　　　　　　　　　 佐  藤 　　 愛  子 　著
さ とう あい こ

◇それなりに生きている　　　 　　 群 　　ようこ　著
むれ

◇自白　　　　　　　　　　　　　 乃  南 　　アサ　著
の なみ

◇天空の 陣  風 　　　　　　　　　　　
はや て

 宮  本 　 昌  孝 　著
みや もと まさ たか

日
ご
ろ
か
ら
の
助
け
合
い

で
自
ら
の
命
が
救
わ
れ
る

��

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は６カ月です。
※継続希望の場合は、再度お申し込みください。
※宝飾品は受け付けしません。　　　　　　　　　　



地 域 だ よ り

���
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町内会のいきいき実践活動を紹介
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毎
年
８
月　

日
に
『
望
洋
団
地
祭
り
』
を
開
催
し
て
、
焼
き

１５

肉
や
流
し
そ
う
め
ん
、
花
火
大
会
、
お
土
産
抽
選
会
と
盛
り
だ

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

お
祭
り
に
は
、
お
盆
に
里
帰
り
を
し
た
方
も
参
加
す
る
な
ど

　

人
を
超
え
る
大
き
な
行
事
と
な
っ
て
お
り
、
会
場
で
は
、
世

１００代
を
超
え
た
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

望洋団地町内会
会長　鈴木　尚美

　

町
内
会
に
は
地
域
の
工
業
団
地
の
会
社
も
加
入
し
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
な
ど
の
各
種
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
の
第
１
土
曜
日
に
、
町
内
広
場
で
行
う
『
納
涼
ま

つ
り
』
で
は
、
企
業
の
方
と
地
域
で
暮
ら
す
方
が
、
手
作
り
露

店
で
作
っ
た
焼
き
と
り
や
焼
き
そ
ば
、
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
片
手

に
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

�������
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新栄町内会
会長　竹中　脩嚴

　

伝
統
行
事
と
な
っ
て
い
る
運
動
会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
が
た
が
、
４
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
、
障
害
物
競
走
や
綱
引
き
、
リ
レ
ー
な
ど
で
白
熱
し
た
競

技
を
展
開
し
ま
す
。

　

運
動
の
後
に
は
、
お
楽
し
み
の
宝
引
き
大
会
と
婦
人
部
の
手

作
り
豚
汁
で
、
お
な
か
も
心
も
満
た
さ
れ
る
楽
し
い
催
し
で
す
。

西川上町内会
会長　亀山　　聖

�������	

�������������
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老
人
憩
の
家
『 
永  
和  
園 
』
で
開
催
し
た
男
性
料
理
教
室
に
は
、

え
い 

わ 

え
ん

　

人
が
参
加
。
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
の 
安  
達  
陽  
子 
さ

あ 

だ
ち 
よ
う 

こ

１５ん
の
指
導
で
、
大
根
と
シ
メ
ジ
の
カ
レ
ー
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
料
理
は
、
激
励
に
駆
け
つ
け
た
女
性
陣
と
と
も
に

試
食
し
、
女
性
た
ち
は
笑
み
を
浮
か
べ
て
、
男
性
が
心
を
こ
め

て
作
っ
た
料
理
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

幌別鉄南地区連合町内会
会長　山田　正幸

�������	
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結果反対
議員賛成議員議　　案

可決渡辺
平田

木村（俊）・赤根・米田
辻・木村（純）・成田
高橋・石山・天神林・山口
山田・上村・西村・永沢
大村・松山・工藤・熊野

平成２２年度登別市
一般会計予算
（第１回定例会）

可決渡辺
平田

木村（俊）・赤根・米田
辻・木村（純）・成田
高橋・石山・天神林・山口
山田・上村・西村・永沢
大村・松山・工藤・熊野

平成２２年度登別市
後期高齢者医療
特別会計予算
（第１回定例会）

可決渡辺
平田

木村（俊）・赤根・米田
辻・木村（純）・成田
高橋・石山・天神林・山口
山田・上村・西村・永沢
大村・松山・工藤・熊野

登別市税条例の
一部改正について
（第１回臨時会）
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総
合
計
画
第
２
期
基
本
計
画
の
中
間
点

に
あ
た
り
、
現
時
点
に
お
け
る
「
前
半
に
対

す
る
実
績
評
価
や
受
け
止
め
」
お
よ
び
「
後

半
へ
の
課
題
等
」
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　

実
施
計
画
の
３
カ
年
検
証
を
行
っ
た
結

果
「
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
福

祉
、
環
境
保
全
、
観
光
産
業
振
興
」
な
ど
を

中
心
に
実
施
率
は
、　

・
５
％
と
お
お
む
ね

８９

達
成
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

後
半
に
お
け
る
課
題
は
、
財
政
状
況
か
ら

実
施
で
き
な
か
っ
た
「
市
営
住
宅
建
て
替
え
、

市
道
の
改
良
事
業
」
な
ど
の
着
手
時
期
と
な

る
。

天
神
林　

美　

彦

��������
～明日へのまちづくり～

�
��
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総
合
計
画
に
つ
い
て

　

子
宮 
頸 
が
ん
が
若
い
女
性
に
急
増
し
て
い

け
い

る
。
日
本
で
年
間
約
１
万
5
千
人
が
発
症
し
、

約
３
千
５
百
人
が
亡
く
な
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。
昨
年
、
厚
生
労
働
省
が
ワ
ク
チ
ン
を

承
認
し
、　

月
に
発
売
が
開
始
さ
れ
た
。
し

１２

か
し
、
３
回
の
接
種
の
費
用
が
５
万
円
程
と

高
額
な
た
め
、
だ
れ
も
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

で
き
る
よ
う
、
公
費
助
成
を
強
く
求
め
た
。

　

ま
た
、
広
く
市
民
に
ア
イ
ヌ
文
化
学
習
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
理
解
が
深
ま
る

こ
と
に
よ
り
、
登
別
市
の
観
光
振
興
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
た
だ
し
た
。

木　

村　

俊　

子

子
宮 
頸 
が
ん
ワ
ク
チ
ン
公
費

け
い

　

助
成
と
ア
イ
ヌ
文
化
振
興

　

市
の
人
口
動
態
、
労
働
人
口
の
減
少
に
対

応
し
た
具
体
的
経
済
政
策
を
質
問
。
中
小
企

業
融
資
制
度
の
条
件
緩
和
な
ど
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
危
機
的

経
営
状
態
で
あ
る
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
、
労
働
者
・
技
能
者
育
成

の
観
点
か
ら
機
能
強
化
を
提
言
。
長
期
型
委

託
訓
練
の
実
施
な
ど
が
協
議
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庁
内
各
部
署
内
に
分
散
・
内
存
す

る
各
種
計
画
や
図
、
調
査
記
録
な
ど
の
政
策

情
報
を
一
元
的
に
整
理
し
、
市
民
に
提
示
す

べ
き
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

辻　
　
　

弘　

之

ひ
と
づ
く
り
か
ら

　
　
 
　

ま
ち
づ
く
り



��

　
　

地
球
温
暖
化
防
止
の
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　

市
と
し
て
は
、
「
登
別
市
温
暖
化
対
策

推
進
実
行
計
画
」
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
に

関
す
る
排
出
量
の
削
減
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、環
境
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
や「
環
境
講

演
会
」の
開
催
、「
こ
ど
も
環
境
家
計
簿
」の
作

成
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
継
続
し
て
い
く
。

　

国
は
、
温
室
効
果
ガ
ス　

％
削
減
に
向
け

２５

た
工
程
表
の
作
成
や
、
「
地
球
温
暖
化
対
策

基
本
法
案
」
の
提
出
を
予
定
し
て
い
る
が
、

登
別
市
環
境
保
全
市
民
会
議
と
協
議
し
な
が

ら
、
具
体
的
な
施
策
を
作
成
し
、
推
進
し
て

い
き
た
い
。

高　

橋　

正　

美

こ
ど
も
環
境
家
計
簿

　
　
　

な
ど
継
続
実
施

　

市
内
の
小
中
学
生
の
約　

％
以
上
が
感
染

４０

し
た
と
疑
わ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
、
多
額
の
負
担
が
保
護

者
に
か
か
る
。
今
日
の
経
済
状
況
の
中
、
季

節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
で
さ
え
、

兄
弟
の
間
で
受
験
生
な
ど
の
み
接
種
を
し
て

い
る
家
庭
が
多
い
と
の
こ
と
。
保
護
者
の
貧

困
が
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
奪
う
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
せ
め
て
、
小
中

学
生
だ
け
で
も
市
の
責
任
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
無
料
に
す
べ
き
と
質
問
。
市
は
国
が
検
討

中
で
あ
り
、
市
独
自
と
し
て
は
考
え
て
い
な

い
と
答
弁
し
た
。

渡　

辺　
　
　

勉

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

ワ
ク
チ
ン
無
料
接
種
を

　

平
成　

年
に
交
わ
し
た
㈱
北
海
道
マ
リ
ン

１３

パ
ー
ク
に
係
る
「
経
営
改
善
の
方
針
」
や

「
覚
書
」
に
明
記
さ
れ
た
５
億
円
の
出
資
と

施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の
遵
守
の
把
握
や
監

査
役
ポ
ス
ト
放
棄
の
理
由
な
ど
、
多
額
な
税

を
投
入
し
た
市
民
の
財
産
に
対
す
る
行
政
の

取
り
組
み
な
ど
を
た
だ
し
た
。
ま
た
、
新
た

な
視
点
で
の
観
光
産
業
振
興
の
あ
り
方
と
地

元
資
源
を
限
り
な
く
利
活
用
し
、
一
次
、
二

次
、
三
次
の
各
産
業
に
つ
な
が
る
「
安
心
・

安
全
な
食
糧
供
給
基
地
構
想
」
を
提
言
し
な

が
ら
、
今
後
の
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
政
策

・
施
策
構
築
の
必
要
性
を
た
だ
し
た
。

松　

山　

哲　

男

今
後
の「
マ
リ
ン
パ
ー
ク
」と

　
　
　
　
 
経
済
活
性
化

　
　

子
育
て
支
援
の
機
運
を
全
市
的
に
高
め

る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
本
庁
舎
の
み

に
設
置
し
て
い
る
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
公
共
施
設

へ
の
拡
充
と
市
民
へ
の
寄
付
を
募
る
こ
と
へ

の
見
解
は
。

　
　

今
後
、
早
急
に
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
る
と
と
も
に
、
広
報
な
ど
で
市
民
へ
の
寄

付
を
募
り
、
必
要
に
応
じ
て
設
置
を
し
た
い
。

　
　

学
校
施
設
な
ど
の
管
理
や
整
備
を
市
長

が
行
う
構
造
改
革
特
区
の
導
入
に
つ
い
て
は
。

　
　

公
共
施
設
の
新
た
な
管
理
・
整
備
の
手

法
と
し
て
、
先
進
自
治
体
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

活
用
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
た
い
。

赤　

根　

広　

介

安
心
と
ぬ
く
も
り
あ
る

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

登
別
厚
生
年
金
病
院
の
存
続
は
新
政
権
に

お
い
て
も
確
認
し
て
い
る
。
現
在
の
整
理
機

構
か
ら
「
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推

進
機
構
」
に
９
月　

日
ま
で
に
移
管
す
る
と

３０

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
機
構
が
ど
の
よ

う
な
性
質
の
も
の
か
よ
く
見
え
て
こ
な
い
。

内
容
も
不
透
明
で
あ
り
市
民
に
と
っ
て
は
一

抹
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
市
長
に
は
市
民

の
命
と
健
康
を
守
る
責
任
が
あ
る
の
で
、
存

続
に
向
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
た
だ
し
た
。
市
は
公
的
病
院
と
し
て

存
続
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
国
や
関
係
機
関

に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
答
え
た
。

平　

田　

江
美
子

市
民
が
不
安
を
抱
え
て
い
る

　
　
　
 
年
金
病
院
の
存
続
を

　

今
回
は
、
平
成
８
年
に
策
定
さ
れ
た
長
期

総
合
計
画
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
こ
の
計
画

に
は
地
区
別
土
地
利
用
計
画
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
沿
っ
て
、
登
別
温
泉
地
区
に
お

い
て
は
、
温
泉
や
自
然
資
源
を
活
用
し
た
健

康
保
養
地
づ
く
り
を
提
言
。
ま
た
、
登
別
地

区
に
つ
い
て
は
、
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
の
空

き
施
設
を
活
用
し
、
道
の
駅
な
ど
に
す
る
べ

き
で
あ
る
と
提
案
し
た
。
さ
ら
に
、
駐
車
場

に
は
、
市
所
有
の
泉
源
が
あ
り
、
マ
リ
ン
パ

ー
ク
ま
で
海
水
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
利
用
し
て
足
湯
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
と
提
案
し
た
。

山　

口　

賢　

治

マ
リ
ン
パ
ー
ク
に
道
の
駅
を

　
　
　

併
設
す
べ
き
で
は　
！！

　

現
状
の
例
規
集
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
公

開
状
況
を
た
だ
し
た
。
執
行
部
は
条
例
・
規

則
以
外
に
、
法
的
位
置
付
け
の
な
い
要
綱
等

で
、
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が　

件
あ
る

１１５

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
要
綱
は
執
行
機
関

の
内
部
規
定
的
な
性
格
を
持
つ
が
、
中
に
は

そ
れ
自
体
が
市
民
へ
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
も

あ
る
。
今
後
は
自
治
立
法
の
観
点
か
ら
、
要

綱
の
整
理
と
と
も
に
条
例
化
の
検
討
が
必
要

と
提
言
し
た
。
執
行
部
は
、
地
方
分
権
に
ふ

さ
わ
し
い
法
体
系
に
向
け
、
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
重
要
な
内
容
は
条
例

の
制
定
が
必
要
と
答
弁
し
た
。

石　

山　

正　

志

要
綱
の
整
理
と

　
　
 
条
例
化
検
討
を

　
　

市
内
経
済
の
閉
塞
し
た
現
状
か
ら
、
各

種
産
業
の
課
題
と
目
標
を
整
理
し
て
、
当
面

の
課
題
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
長
期

展
望
に
立
っ
た
市
内
経
済
活
性
化
の
た
め
、

仮
称
「
市
内
経
済
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
づ
く

り
に
着
手
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
、
経
済
政
策
は
、
ソ
フ
ト
事
業
を

主
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
来
年
度
は
今

後
5
年
間
の
基
本
計
画
の
確
認
作
業
を
行
う
。

個
々
の
課
題
に
だ
け
対
応
し
た
政
策
で
は
な

く
、
他
の
政
策
と
連
結
さ
せ
て
相
乗
効
果
を

生
み
、
市
内
経
済
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
検

討
し
た
い
。

西　

村　

孝　

夫

「
市
内
経
済
活
性
化

　

ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定
を
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総
務
・
教
育
委
員
会

　
　
未
請
求
事
務
再
発
防
止
策
の
検
証
と
委
員
会
と
し

（１）
　
　
て
の
提
案
に
つ
い
て

①　
職
員
倫
理
条
例
制
定
を
提
言
す
る
た
め
、
平
成　
２１

　
　
年
度
に
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た

　
　
び
、
市
側
か
ら
再
発
防
止
策
の
一
環
と
し
て
、
平

　
　
成　

年
度
中
に
職
員
倫
理
条
例
制
定
に
取
り
組
む

２２

　
　
意
向
が
表
明
さ
れ
た
。
今
後
、
議
会
に
条
例
提
案

　
　
さ
れ
た
段
階
で
議
論
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

②　
委
員
会
と
し
て
政
治
倫
理
条
例
制
定
に
向
け
、
９

　
　
月
を
め
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
毎
月
１
〜

　
　
２
回
の
委
員
会
開
催
を
ベ
ー
ス
に
精
力
的
に
推
進

　
　
す
る
。　

　
　
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
の
取
り
組
み
と
の
連
動
と
調

（２）
　
　
査
研
究
に
つ
い
て

①　
平
成　

年
度
を
め
ど
に
消
防
の
広
域
化
が
計
画
さ

２５

　
　
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
調

　
　
査
研
究
を
進
め
、
特
に
消
防
本
部
と
の
連
携
も
強

　
　
め
た
所
管
事
務
調
査
を
推
進
す
る
。

②　
定
住
自
立
圏
構
想
の
取
り
組
み
と
も
連
携
し
て
、

　
　
情
報
提
供
の
あ
り
方
や
開
示
方
法
に
つ
い
て
も
調

　
　
査
研
究
を
推
進
す
る
。

　
　
補
助
金
・
助
成
金
の
あ
り
方
の
調
査
研
究
お
よ
び

（３）
　
　
事
業
仕
分
け
の
進
行
管
理
に
つ
い
て

①　
昨
年
に
引
き
続
き
事
業
仕
分
け
が
試
行
さ
れ
る
こ

　
　
と
を
念
頭
に
、
テ
ー
マ
の
選
定
や
議
論
内
容
の
分

　
　
析
を
進
め
、
鋭
意
提
言
の
取
り
ま
と
め
を
推
進
し

　
　
す
る
。

生
活
・
福
祉
委
員
会

　
　
市
民
生
活
部
の
所
管
に
つ
い
て

（１）①　
市
民
活
動
の
あ
り
方
（
町
内
会
活
動
に
つ
い
て
・

　
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
用
）

②　
不
法
投
棄
の
状
況
・
防
止
活
動

③　
消
費
者
行
政
（
多
重
債
務
者
支
援
・
消
費
生
活
全

　
　
般
）

　
　
保
健
福
祉
部
の
所
管
に
つ
い
て

（２）①　
保
健
福
祉
に
か
か
わ
る
民
間
団
体
の
状
況

②　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
係
る
各
種
事
業
の
実
態

③　
子
育
て
支
援
（
児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み
）

④　
感
染
症
予
防
対
策

⑤　
第
４
期
高
齢
者
保

　
　
福
祉
計
画
・
介
護

　
　
保
険
事
業
計
画
の

　
　
進
ち
ょ
く
状
況

⑥　
「
福
祉
の
ま
ち
づ

　
　
く
り
条
例
」
制
定

　
　
の
進
ち
ょ
く
状
況

　
な
ど
を
各
種
団
体
等

　
と
の
意
見
（
情
報
）

　
交
換
や
、
現
地
視
察

　
を
行
い
進
め
る
こ
と

　
と
す
る
。

観
光
・
経
済
委
員
会

　
　
水
道
事
業
に
つ
い
て

（１）
　
　

室
蘭
市
側
か
ら
の
水
利
権
移
譲
、
水
道
施
設
の

　

共
同
使
用
な
ど
、
３
月　

日
に
分
水
解
消
へ
向
け

２６

　

て
両
市
が
基
本
合
意
を
交
わ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
平
成　

年
４
月
の
分
水
解
消
に
向
け
基
本

２３

　

協
定
、
実
施
協
定
な
ど
、
施
設
利
用
に
つ
い
て
の

　

条
件
精
査
が
行
わ
れ
る
。
当
委
員
会
で
は
そ
の
先

　

の
問
題
で
あ
る
老
朽
施
設
の
更
新
、
独
自
水
源
の

　

検
証
な
ど
、
市
民
の
た
め
の
安
心
、
安
全
、
安
価

　

を
目
指
し
た
水
道
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査

　

を
継
続
す
る
。

　
　
マ
リ
ン
パ
ー
ク
に
つ
い
て

（２）
　
　

将
来
の
登
別
観
光
の
展
望
を
見
据
え
、
総
合
的

　

判
断
の
見
地
か
ら
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
い
く
。

　
　
懸
案
事
項
に
つ
い
て

（３）①　
温
泉
供
給
事
業

②　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の

　
　
運
営

③　
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

　
　
の
業
務
委
託
に
よ
る
運

　
　
営
状
況

④　
市
内
経
済
の
活
性
化

⑤　
観
光
産
業
の
振
興

な
ど
山
積
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　当日は、室蘭・登別・伊達市の名物
が集まる『スタジアムグルメ』を開催。

▼日時　５月１６日　　１３時キックオフ

▼場所　入江運動公園陸上競技場

▼料金（前売り）　ＳＳ指定席４,０００円、
　ＳＡ自由席（大人）２,８００円、Ｂ自
　由（大人）１,８００円、小・中学生自
　由５００円

▼チケット販売所　ローソン、サンク
　ス、セブンイレブン、ＪＲみどりの
　窓口ツインクルプラザなど

▼問い合わせ　北海道フットボールク
　ラブ（�０１１－８５８－５３１０)

��� ��� ���

『ホロホロ山、山開き登山』
参加者募集

コンサドーレ札幌
ＶＳ　大分トリニータ

今年も始まります！
『だて軽トラ日曜朝市』

　伊達市は、『食を通じたまちおこし
に向け、地産地消の推進、地域の活性
化、にぎわいと活気のある街づくりの
ため、昨年に引き続き『だて軽トラ日
曜朝市』を開催します。

▼日時　５月９日～１０月２４日の毎週日
　曜日　８時３０分～９時３０分

▼場所　道の駅　 黎明観 前交流広場
れいめいかん

▼内容　多彩な野菜などの一次産品と
　その加工品の対面販売（販売品は地
　元の物産）

▼問い合わせ　伊達市農務課
　　　　　（�０１４２○２３ ３３３１）

▼対象　小学３年生以上の方

▼日時　５月３０日　　７時～１５時（荒
　天中止）

▼集合場所　白老町役場駐車場
※６時５０分まで受け付け。

▼持ち物　弁当、飲み物、一般的な登
　山装備（雨具・着替え・帽子・軍手
　登山靴）など

▼参加料　７００円（保険料ほか）

▼定員　５０人（申込順）
※詳しくは、お問い合わせください。

▼問い合わせ　白老山岳会　佐藤さん
　（�０１４４○８３ ２８８８）

 （日） 
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明日のまちづくり事業

健康づくりは歩くことから
～きらり健康ふれあいウォーキング～

　走行距離や消費カロリー、ビューポイントを盛り込
んだウオーキングマップを手に、安全で手軽にできる
健康法『ウオーキング』と『ノルディックウオーキン
グ』を学びませんか。

【ウオーキング講習】

※ウオーキング講習を受けた方は、８・９月に開催予定の
　ノルディックウオーキング講習を受講できます。

▼参加料　５０円（傷害保
　険料、当日持参）

▼持ち物　運動靴・タオ
　ル・帽子・飲料水

▼申し込み　
　５月１４日（金）～２５日（火）の
　９時～１７時に
　社会教育グループ
　（�○８８ １１２９）

　市民活動の支援拠点・市民活動センター『のぼり
ん』は、市民活動での課題や悩みごとについて、専門
の相談員が無料でご相談をお受けします。

▼相談内容
①これから市民活動をしたいと考えている方
　�ボランティア活動や市民活動団体のご紹介
　�市民活動団体やＮＰＯ法人設立に関するご相談
②現在、市民活動を展開されている方
　�市民活動団体運営のご相談
　�補助金・助成金に関する情報提供
　�市民活動団体間の連携を必要とする場合の情報提
　　供
　�そのほか、団体の活動を行う上で必要な情報につ
　　いて

▼相談日時　毎週木曜
　日（祝日、１２月３１日～
　１月５日を除く）
　１５時～１８時

▼場所　市民活動セン
　ター『のぼりん』
　（緑町１丁目）
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定員集合場所 
（　）内は雨天時時　間月　日

各50人

市営陸上競技場駐車場 
（市民会館中ホール）９時～１２時６月９日（水）

市民会館駐車場 
（市民会館中ホール）９時～１２時６月２７日（日）

総合体育館駐車場 
（総合体育館）９時～１２時７月１５日（木）
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 （日） 
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